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議事日程 

開会   令和７年６月１２日(木) ９時００分 

     開会の宣告 

     議長諸般の報告 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 一般質問 

日程第４ 議案第１号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町税条例の一部を改正する条例） 

日程第５ 議案第２号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第６ 議案第３号 阿武町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第４号 阿武町営住宅条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第５号 阿武町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正す

る条例 

日程第９ 議案第６号 阿武町消防団員の定数、任免、給与、服務等に関す

る条例の一部を改正する条例 

令和７年第２回阿武町議会定例会 会議録 

第 １ 号 

令和７年６月１２日(木曜日) 

開会 ９時００分 ～ 散会 １４時１０分 
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日程第10 議案第７号 物品売買契約の締結について 

日程第11 議案第８号 阿武町副町長の選任につき同意を求めることについ

て 

日程第12 議案第９号 令和７年度阿武町一般会計補正予算（第１回） 

日程第13 議案第10号 令和７年度阿武町国民健康保険事業（事業勘定）特

別会計補正予算（第１回） 

日程第14 議案第11号 令和７年度阿武町国民健康保険事業（直診勘定）特

別会計補正予算（第１回） 

日程第15 議案第12号 令和７年度阿武町後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第１回） 

日程第16 委員会付託 議案第１号～議案第７号、議案第９号～議案第12号 

本日の会議に付した事件 

議事日程と同じ 

出席議員(８名) 

 議席番号 

１番      米 津 高 明 

２番      上 村 萌 那 

３番      白 松 靖 之 

４番      西 村 容 子 

５番      松 田   穣 

６番      池 田 倫 拓 
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７番 副議長  市 原   旭 

８番 議 長   末 若 憲 二 

欠席議員   なし 

欠  員   なし 

 

説明のため出席したもの 

町長           花 田 憲 彦 

副町長(総務課長事務取扱) 中 野 貴 夫 

教育長          網 本 徳 文 

まちづくり推進課長    高 橋 仁 志 

健康福祉課長       矢 次 信 夫 

戸籍税務課長       水 津 繁 斉 

農林水産課長       野 原   淳 

土木建築課長       近 藤 慎 治 

教育委員会事務局長    杉 山 和 人 

会計管理者        柴 田 奈 美 

福賀支所長        茂 刈 立 也 

宇田郷支所長       小 野 智 彦 
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欠席参与       なし 

事務局職員出席者 

議会事務局長    三 浦   貴 

議会書記      平 田 祥 子 

 

開会 ９時００分 

 

 開会の宣告   

 

○議長（末若憲二）  全員御起立お願いします。互礼を交わします。一同礼。

おはようございます。御着席ください。 

 開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

 今年の梅雨入りは、８日に梅雨入りしたとの発表がありました。平年より

は４日遅いのですが、昨年よりは９日早いとのことです。九州南部と四国で

は、梅雨入りとともに線状降水帯が発生し、豪雨がありました。また、梅雨

前線が北上したため、10日から九州北部を含め山口県も山陽側で大雨になり

ました。今後も豪雨に対する備えが必要と思います。 

 阿武町では、山間部では田植えも終わっていますが、沿岸部ではもう少し

残っているようです。昨年は梅雨入りが遅れたため、水の管理に大変な思い

をされていました。今年は適度な雨が降ることを望んでいます。また、今年

の夏も昨年同様に、猛暑・酷暑が予想されています。あまりに酷暑になると、

米の収穫が心配となります。昨年から主食である米不足が起こり、価格は高

騰しましたが、政府の備蓄米放出により価格は少し下がってきていますが、

秋以降、そのようなことが起きないように心配しています。しかし、農業に

従事していらっしゃる方にとっては、米価があまり下がってほしくないとこ

ろであります。 

 国際社会では、アメリカのトランプ大統領による関税問題で世界中が困惑

しております。一方、トランプ大統領は、ロシアによるウクライナへの軍事

侵略に和平交渉に乗り出しましたが、ロシアのプーチン大統領が難色を示し、
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話がつきませんでした。トランプ大統領は話合いから手を引くとも言われて

います。 

また、イスラエルのガザ地区への攻撃も一向に収まる気配を見せません。

多くの住民が犠牲になっています。特にイスラエルはガザ地区を壊滅すると

も言っていて、被害者が増え続けています。特に子供たちが勉学の機会を失

い、また犠牲となっていますし、食料も不足しています。一刻も早い解決を

望むものであります。 

 国内においては、政治に対する国民の信頼を取り戻すべく、集中審議され

ていますが、ここに来て、野党から内閣不信任案を提出するかどうか話が出

ていますが、提出されますと、石破総理が衆議院を解散するかも分かりませ

ん。私的には今政治の空白をつくるべきではないと思っております。 

 そんな中、議員各位におかれましては、令和７年第２回阿武町議会定例会

に応召御出席ありがとうございます。本議会は、議案数は少ないのですが、

町民の皆様の生活や福祉に直結する大事な議案などがあります。慎重なる審

議をお願いいたしまして、開会の御挨拶といたします。 

○議長（末若憲二）  本定例会に付議されます案件は、議案12件、全員協議会

における報告３件、また４人の方から一般質問の通告がなされております。 

 本日の出席議員は８人全員です。ただいまより、令和７年第２回阿武町議

会定例会を開会します。これより本日の会議を開きます。続いて議事に入り

ます。本日の議事日程については、一般質問、議案説明及び委員会付託です。 

 

 議長諸般の報告   

 

○議長（末若憲二）  これより日程に入るに先立ち、過ぐる２月28日開催の令

和７年第１回阿武町議会定例会以降、本日までの会議等を含め諸般の報告を

行います。 

 ３月１日、萩高等学校奈古分校卒業証書授与式が開催され、本職が出席し

ました。 

 ３月７日、阿武中学校卒業証書授与式が開催され、議員各位出席されたこ

とは御高承のとおりであります。 

 ３月15日、みどり保育園卒園式が開催され、本職が出席をしました。 

 ３月19日、阿武小学校卒業証書授与式が開催され、議員各位されました。 
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 同じく19日、福賀小学校卒業証書授与式が開催され、議員各位出席されま

した。 

 ３月25日、ＡＢＵスイムラン第１回実行委員会が役場本庁で開催され、本

職が出席をしました。 

 ３月29日、阿武町消防団奈古第１分団小型動力ポンプ付積載車配置式が同

分団消防帰庫で開催され、議員各位出席をされました。 

 ４月１日、令和７年阿武町内小中学校職員着任式が町民センターで開催さ

れ、本職が出席をしました。 

 ４月３日、みどり保育園入園式が開催され、本職が出席をしました。 

 ４月８日、萩高等学校奈古分校入学式が開催され、本職が出席をしました。 

 ４月10日、阿武小学校入学式が開催され、議員各位出席をされました。 

 同じく４月10日、福賀小学校入学式が開催され、議員各位出席をされまし

た。 

 同じく10日、阿武中学校入学式が開催され、議員各位出席をされました。 

 ５月11日、山口県漁協奈古支店大漁祈願祭が開催され、議員各位出席をさ

れました。 

 ５月21日、令和７年度萩・石見空港利用拡大促進協議会総会が益田市立保

健センターで開催され、本職が出席をしました。 

 ５月23日、山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会総会が萩市役

所で開催され、本職が出席をしました。 

 同じく23日、萩小郡地域高規格道路整備促進期成同盟会総会が萩市役所で

開催され、本職が出席をしました。 

 ５月27日、全国町村議会議長・副議長研修会が東京都で開催され、本職が

出席をしました。 

 ５月28日、全国町村議会都道府県会長会が東京都で開催され、本職が出席

をしました。 

 ５月30日、令和７年度萩広域シルバー人材センター定時総会が萩市総合福

祉センターで開催され、本職が出席をしました。 

 ６月３日、午前９時より議会運営委員会が開催され、今期定例会に関して

の協議がなされました。その結果につきましては、資料のとおりであります。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 
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 町長挨拶   

 

○議長（末若憲二）  ここで、本定例会の開会に当たり、町長が挨拶を行いま

す。町長。 

○町長（花田憲彦）  令和７年第２回阿武町議会定例会の開会に当たり、一言

御挨拶を申し上げます。先ほどもありましたが、山口県もこの８日に梅雨入

りとなりまして、一方で、木々の緑も日増しに深くなってまいりましたが、

議員各位におかれましては、公私ともに御多繁の中を本議会定例会に御出席

を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げます。 

 まずは私こと、このたびの阿武町長選挙におきまして、町民の皆様から温

かい御支援を賜り、先月の５月１日から３期目の町政を担わせていただくこ

とになりました。この場をお借りして、改めて町民の皆様の御信任に深く感

謝を申し上げるとともに、これまでの経験を生かして、これまで以上に誰よ

りも汗をかいて、町政運営に努力してまいる所存でありますので、議員各位

におかれましても、引き続き御支援・御協力を賜りますように、よろしくお

願いを申し上げます。 

今回の選挙は、私といたしましては、３期目にして初めての選挙でありま

したが、選挙期間中の５日間、町内の各地区・各集落をくまなく回らせてい

ただく中で、多くの町民の皆様に御声援や温かい励ましの言葉をかけていた

だいたところでありますが、こうしたことを通じて、私自身の肌感として、

これまで２期８年、私なりに一生懸命に務めてきた歩みを、多くの町民の皆

さんにはしっかりと見ていただいているなという感じを強く持ったところで

あります。そして、これからも大胆かつスピード感を持って各種事業を積極

的に推進し、一方で、町民の皆様一人一人に寄り添いながら、誰もが阿武町

に住んでよかったと思えるような小さな幸せを感じていただける行政をしっ

かりと推進していく所存であります。 

 さて、実は北海道のニセコ町を参考とさせていただいたわけでありますが、

今回、町民の皆様に町の各種の事業に係る予算について、見える化して、こ

れまで以上にしっかりと御理解いただくことが大事だと思いまして、新たに

今年度の主要事業などを分かりやすく掲載した冊子「2025今年の仕事」とい

うものを作成し、先月20日の広報紙と一緒に各御家庭に配布をさせていただ

いたところであります。作成に当たっては、主要事業及び予算の概要をなる
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べく活字を少なくして、大きな字で写真やイラストなども用いながら説明し

ているわけでありまして、しっかりと読んでいただき、また建設的な御意見

等もいただきたいと思っております。 

 さて、令和７年度も既に２か月を経過いたしましたが、御案内のとおり、

今年度の予算においては、生活基盤の確保に重点を置いた「新たな医療・介

護・福祉・子育て体制の基盤をつくる予算」と銘打ちまして、誰もが住み慣

れた地域で、自立して安心して生活し続けられるように、医療・福祉・介護

の総括拠点となる診療所を核とした複合施設の整備をはじめ、医師の確保、

オンライン診療、薬の宅配などの仕組みも視野に入れながら、高齢者や障害

者、子育て支援や生活相談など、何かあったときにはまず立ち寄りたくなる

相談窓口となるよう、町の保健室をコンセプトに、現在、総合的・一体的な

拠点施設の整備に鋭意取り組んでいるところであります。 

また、地域振興や定住対策においても、薪ボイラーの施設整備や美咲第５

分譲宅地の整備、町道の改良や漁港施設の改修など、持続可能な循環型社会

の構築と、安全安心を支える社会インフラの整備などに重点を置き、中長期

的な視点を持った取組を行っているところであります。 

また、ソフト面では、町の魅力を広く発信し、町へ人・物・お金を呼び込

み、地域経済を活性化させるためのシティプロモーション事業や、子供たち

の学力向上のため、町を挙げてバックアップする公設の町営学習塾の開設事

業、そして、新たなメニューや特産品の開発などを行う無角和牛のブランド

化推進事業、さらに子育て３点セットをはじめとした各種子育て支援事業の

ほか、高齢者等の交通の確保を図るデマンド型交通事業などを積極的に行い、

選ばれる町のさらなる進化を目指して、各種事業に鋭意取り組んでいるとこ

ろであります。 

こうした中、マスコミにも紹介されましたが、先月の27日には東京に本社を

置く株式会社Ｓｅｎｊｉｎ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ（センジンホールディング

ス）と進出協定を結んだところであります。協定を結んだ株式会社センジン

ホールディングスの下山明彦社長は、東京大学を卒業後、東京藝術大学の美

術学の修士課程を修了され、東京大学在籍時から起業して実績を上げるな

ど、現在29歳という若さでありながら数々の事業を手がけている方で、阿武

町ではふるさと納税の返礼品の開発支援等を依頼して、当面は寺東のサテラ

イトオフィスを拠点として、無角和牛を含めた地域地元特産品のＰＲやブラ
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ンド力の向上、そして新商品の開発などを行う予定としておるところであり

ます。その下山社長の方針は、地域にあるよいものをデジタルを駆使して広

め、新たな商品をつくり、後継者を育てるの３つをキーワードに、世界を視

野に入れながら、よいものを必要なところに届けることを基本とするという

ことでありまして、以前から私が夢見ていた無角和牛の肉をドバイに届けて

売るというようなことも、まんざら絵空事ではなく、実現可能な現実味を帯

びてくるなど、才能ある若者たちの発想と行動力に期待して胸を膨らませて

いるところであります。これから阿武町が魅力ある選ばれる町となるために

は、こうした若くて才能のある外部人材を活用していくことが重要であると

改めて感じているところであり、公設の町営塾やシティプロモーションにお

ける斬新な事業展開をはじめ、地域活性化起業人や観光に特化した地域おこ

し協力隊など、国の事業をうまく活用しながら、若い新しい血をこの町に積

極的に取り入れて、内部人材・外部人材の英知を結集して、これからのまち

づくりを進めていくことが肝要であると思っているところであります。 

 こうした中、今回、米津議員から一般質問をいただいている道の駅の温水

プールの老朽化に伴う廃止についてでありますが、５月の19日に施設改修計

画の説明会、さらに28日から30日の３日間、各地区で開催したまちづくり懇

談会においても説明をさせていただきました。詳しくは後刻、答弁で申し上

げますが、御案内のとおり、この温水プールについては建設から32年が経過

して、専門家による劣化診断調査を行ったところ、使用し続けることについ

ては、利用者の安全性が確保できないとの調査結果でありまして、全体的な

老朽化による劣化も進んでいるために、利用については廃止し、施設を解体

するしかないとの判断をしたところであり、また解体した後も多大な建設費

やランニングコスト等に鑑みて、温水プールを再度建設するのではなくて、

屋根つきの多目的運動広場を建設するということにいたしたところでありま

す。また、来月７月６日日曜日には、第６回目となるＡＢＵスイムラン道の

駅フェスタの開催、そして翌週の12日土曜日には、阿武町町制施行70周年の

記念式典を開催し、選奨者の表彰、フォトコンテストの表彰のほか、日本で

最も美しい村連合の京都府の伊根町の吉本会長と理事を交えたトークセッシ

ョンや福賀神楽の披露などを予定しているところでもあります。 

 ただ、本町においては、依然として人口減少が進んでおり、これからもし

っかりと町民に信頼され、喜ばれる行政を進めていくためには、健全財政を
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堅持する中で、改めてもっともっとチェンジ、もっともっとチャレンジの気

概で、そして新たな視点に立って、大胆かつスピード感を持ってあらゆる施

策を展開していく必要があります。繰り返しになりますが、そのためには、

私はこれまでの経験を生かしながら、これからも各種施策を積極的に展開し、

町民の皆様が小さな幸せを感じることができるよう、さらなる発展に向けて

尽力してまいる所存でありますので、引き続き御理解・御支援を賜りますよ

う、よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、本定例会で御審議をお願いいたします議案につきまして、その

概要を簡単に御説明申し上げます。 

 今回の議案は12件で、内容は、法律及び関係政令等の改正に伴う阿武町税

条例及び阿武町国民健康保険条例の一部を改正する条例の専決処分をはじめ

内閣府令の改正に伴う阿武町家庭的保育事業等の施設及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正、そして経年劣化による水ケ迫住宅の解体除去に伴

う阿武町営住宅条例の一部改正、さらに、新たにあぶ診療所の開設に当たり、

阿武町国民健康保険診療所設置条例の一部改正、また、実団員の減少による

消防団員の定数の改正に伴う阿武町消防団の定数、任免、給与、服務等に関

する条例の一部改正のほか、職員が使用するパソコンの更新に伴う物品売買

契約の締結について、そして副町長の任期満了に伴う阿武町副町長の選任に

つき同意を求めることについてであります。そしてまた、補正予算におきま

しては、人事異動や診療所等複合施設の面積の増加に伴う工事請負費の増額

等に伴う一般会計補正予算の第１回をはじめ、直診勘定への繰入金の増額等

に伴う阿武町国民健康保険事業（事業勘定）特別会計補正予算（第１回）、

さらに診療所等複合施設の面積の増加に係る面積案分による診療所の建設工

事の増額等に伴う阿武町国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１

回）のほか、後期高齢者医療制度システム改修に係る委託料の増額に伴う後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１回）であります。 

 次に、全員協議会での報告につきましては、地方自治法施行令の規定によ

る繰越事業の報告をはじめ、町の執行に係る契約締結の報告及び地方自治法

の規定に基づくあぶクリエイションの経営状況についての報告３件でありま

す。なお、御提案いたしました各議案のなお詳細につきましては、ここでの

説明は省略させていただき、その都度、担当参与から御説明いたさせますの

で、御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げまして、開会に当た
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っての私の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（末若憲二）  以上で町長の挨拶を終わります。 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（末若憲二）  これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において、３

番、白松靖之君、４番、西村容子君を指名します。 

 

 日程第２ 会期の決定   

 

○議長（末若憲二）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、過ぐる６月３日開催の議会運営委員

会において審議の結果、本日から６月18日までの７日間にしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり。） 

○議長（末若憲二）  御異議なしと認めます。よって会期は、本日から６月18

日までの７日間と決定しました。 

 

 日程第３ 一般質問   

 

○議長（末若憲二）  日程第３、一般質問を行います。質問の通告者が４人あ

りますので、議長において通告順に発言を許します。 

 初めに、２番、上村萌那君、御登壇ください。 

○２番 上村萌那  皆さん、おはようございます。上村でございます。通告に

従いまして、一般質問を始めたいと思います。 

 まず、下水道処理施設の維持管理について伺います。埼玉県八潮市で起こ

った下水道の陥没事故を受け、さきの３月議会定例会において、米津議員が

下水道管の状況について質問されました。それに対して、阿武町内の下水道

管は、最大直径が200ミリであり、排水管の破損が起こったとしても大きな陥

没は生じない一方で、集落排水事業の排水管の耐用年数が50年と言われる中

で、既に40年程度経過しているものもあり、長寿命化を含めて点検調査して
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いるとの答弁がありました。排水管の使用年数が40年程度経過する中で、当

然集合処理施設の処理場、ポンプ場も経年劣化が進んでいると考えられます。

阿武町では、生活排水処理施設普及率は90％以上となっており、水環境の保

全のためには、生活処理施設の整備、維持管理は不可欠です。そこで１つ目

に、町内各排水施設及び機器の老朽化や経年劣化による故障の状況について、

２つ目に、平成27年度から始まった奈古地区の漁業集落排水機能強化対策事

業及び令和４年度から始まった宇田地区の漁業集落排水機能強化対策事業の

進捗について、町長に伺います。 

○議長（末若憲二）  ただいまの２番、上村萌那君の１項目めの質問に対する

執行部の答弁を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  上村議員の御質問にお答えします。御質問の主旨は、埼

玉県八潮市で起こった下水道の陥没事故を受けて、町の集落排水施設の状況

についての御質問であります。最初に、本町の集落排水処理施設は、農業集

落排水処理施設が７施設、そして漁業集落排水処理施設が３施設で合計で10

施設となっています。そしてその内訳が、奈古地区が、集落排水処理施設が

４か所、そして漁業集落排水施設が１か所で奈古地区が合計５か所、福賀地

区が、農業集落排水が２か所のみ、宇田郷地区が、農業集落排水施設が１か

所で、漁業集落排水施設が２か所の合計３か所で、町内全部で10か所という

ことになっております。そして、処理施設の供用開始時期でありますが、一

番古いのが、平成元年度供用開始の奈古の漁集でありますが、今年度が37年

目となり、反対に一番新しいのが、平成16年度供用開始の宇生賀の集排であ

りまして、それでも今年度が21年度目ということになります。 

 こうした中で御質問の１点目でありますが、町内各集落排水施設及び関連

施設の故障の状況についてでありますが、各集落排水施設には、汚水を水質

管理基準に基づいて適正に処理する終末処理施設が、先ほど言いましたよう

に10か所あるわけでありますが、このほかに、汚水を家庭から処理施設まで

送水する排水管をはじめ、高低差により圧送するポンプ施設やマンホールな

どの管路施設、また、異常等を感知して知らせる通報システムなど数多くの

関連施設があります。そして、毎年、障害の規模や故障の数も違いますが、

やはり施設の供用開始年数からの年数がたつにつれて、故障の修理工事は増

えていく傾向にありまして、近年では、軽微なものは除きましても、年間大

体10件程度が修繕工事を行っている状況であります。 
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 町といたしましても、集落排水施設は、町の住民生活に欠かせない施設で

あるため、基本的に故障が生じた場合には直ちに修繕工事や機器更新を行い、

住民生活に支障がないように、日々努めているところであります。 

 次に、２点目の平成27年度から始まった奈古地区の漁業集落の機能保全事

業及び令和４年度から始まった宇田郷地区の漁業集落排水の機能保全工事の

進捗についてでありますが、奈古地区の漁集につきましては、議員御指摘の

とおり、平成27年度に調査、計画策定を行い、計画に従いまして、平成28年

度から機能保全工事を進めて、制御盤、電源盤などの電気工事、そして汚泥

脱水機、そしてポンプ施設などの機械施設、そして建屋の扉や窓などの建具

などの更新、そして補修工事も行い、令和５年度に一応事業完了しておりま

す。また、宇田郷地区の漁集につきましては、機能保全計画に基づいて、令

和14年度の事業完成を目途に、令和４年度から始めておりまして、ポンプ施

設の更新、補修工事等を進めているところでありまして、現在の進捗率とし

ては、事業費ベースでありますが、19％ということになりまして、まだまだ

先があります。ただ、この問題は、現行の機能保全計画は、主に処理施設に

関する計画でありまして、問題の先ほど御指摘のありました管路施設は、こ

の計画には入っていないのが状況であります。これは、事業計画策定当時、

処理施設の経年劣化が特に著しいということで、処理施設の機能保全工事を

急いだという事情がありまして、管路施設については、今後、長寿命化に向

けた機能保全計画をもう一回見直して、機能保全工事を進めていく必要があ

るというふうに考えているところであります。したがいまして、宇田郷地区

の漁業集落排水施設につきましては、引き続き計画に基づき、処理施設の保

全工事を行うとともに、奈古地区、宇田郷地区の両管路施設につきましては、

長寿命化計画を含めて点検調査を行い、機能保全計画を見直すとともに、保

全工事を行っていきたいというふうに考えているところであります。また、

漁業集落排水施設だけでなく、農業集落排水施設についても同様に、長寿命

化に向けた機能保全計画を進め、これからも保全計画の見直しをするととも

に、保全工事を進めてまいります。 

 繰り返しになりますが、私といたしましては、町民の皆様に町の集落排水

施設を、引き続き安心して御利用いただくためには、各工事が完成後も機能

保全計画の見直しを適時的確に行い、継続して施設の機能保全を保っていく

ことが必要であると考えているところでありまして、御理解賜りますようよ
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ろしくお願いを申し上げます。以上で答弁を終わります。 

○議長（末若憲二）  ２番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問はありま

すか。２番、上村萌那君。 

○２番 上村萌那  ありがとうございます。奈古地区の排水施設、建物等の工

事は完了済みということで担当課からも聞いているところですが、一方、地

区内の汚水中継ポンプなど関連設備はまだまだ修復が必要な箇所もあるとい

うことで、特に緊急通報装置の耐用年数が経過しているために、バッテリー

のバックアップが機能しておらず、停電時に通報できなくなっているという

ものもあるようです。こちらの修繕計画についてはどのように考えているの

かお伺いしたいのと、実際に、数年前には停電時に町民のほうに影響が出た

という事例もあると伺っておりますし、関連設備についても整備を進めてい

ただきたいと考えているところです。それと、令和４年度から令和14年度ま

で計画されている宇田地区の集落排水施設の工事については既に着手されて

いて、今19％の進捗具合だというところですが、こちらも、今資材の高騰で

あったり人件費の高騰といった面でも、計画段階よりも費用が必要になって

くるということもあるのかなというところで、さらに機械自体が古くなって

しまって、部品の調達が難しくなってくるという可能性もあるというような

お話を伺っているところです。長期的に計画的に進めていく必要はあるかと

思いますけれども、緊急性の高いものについては早期に進める。それととも

に福田下の集落排水浄化センター、こちらも一部修繕が必要な箇所があると

いうところで、早急に修繕計画を策定していく必要があると考えますが、こ

ちらの福田下の集落排水浄化センターの計画についてはどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（末若憲二）  土木建築課長、いいですか。 

○土木建築課長（近藤慎治）  質問のまず緊急通報装置の修繕についてという

ことでございますが、先ほど上村議員からありました、緊急通報装置が故障

して宅内に汚泥が逆流するということが、以前事例があったということは聞

いております。ただ、この場合はちょっと特殊な例でございまして、宅地自

体が今の中継ポンプよりちょっと低い、高さが低い位置にあるということで、

ちょっと逆流してしまったということで、特殊な例として考えていただけた

らと思います。もちろんこの際に逆流してしまったわけで、それ以降につい

ては、停電時に委託業者が必ず確認するような体制を取って、二度と起きな
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いように取り組んでいるところでございます。それから、宇田の漁集の進捗

状況で19％、今後資材の高騰等があって、計画段階から予算等増えるのでは

ないかという御指摘でございます。まさにそのとおりでございまして、長寿

命化計画に沿って工事を進めておるところでございますが、予算的にはだん

だんと増えてくる状況でございまして、なかなか予算に対して事業が進んで

いかない状況でございます。一応14年度になっておりますが、これがだんだ

んと延びていくという予想は、今のところしておるところです。それも含め

て、今後見直しを行いながら進めていきたいというふうに考えております。 

 最後の福田下の集落排水の処理施設の状況でございますが、一応農業集落

排水事業につきましては、機能保全計画を平成21年度に策定しておるところ

です。これにつきましてもかなり長い年数がたっておりますので、早い時期

に見直しを行いまして、対応していきたいというふうに考えております。以

上でございます。 

○議長（末若憲二）  ２番、再々質問ありますか。２番、上村萌那君。 

○２番 上村萌那  ありがとうございます。その汚泥の逆流というのが、停電

になったから頻発に起こるわけではないと、土地の都合上、そのような事態

が起きてしまったというところで、頻発するものではないというところで安

心はしております。それと、町長のほうからも計画を見直して、関連施設に

ついても修繕を進めていくという答弁をいただいておりましたので、私とし

ても安心しておりますが、今計画している修繕ですね、これが計画していな

いところの修理が突発的に起こってしまうと、どうしても大幅に一般財源を

使わざるを得ない状況になってしまうのかなということも考えられますので、

先ほど町長からも答弁いただいているのでそれは分かりましたが、今後も早

期の計画策定と修繕の着手に努めていただきたいのとともに、計画があるも

のも、既に計画されている福田下の集落排水浄化センターの計画ですね、こ

ちらもまた再度見直しを進めていただくというところで、早期にお願いでき

ればと考えております。以上です。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  今、土木建築課長のほうからも答弁申し上げましたよう

に、やはりどの地区も建設から、阿武町はほかの市町に比べて早い段階から

下水道処理、簡易ですけども、下水道処理は多分県内で一番進んでおるとい

うふうに思っておりますが、ということは老朽化しておるという裏返しにな
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るわけでありまして、先ほど申しましたように、長いものは37年もたってお

るというふうなことでありまして、どの施設もいろんな問題を抱えてくるわ

けであります。ただ、これがいろんな計画で長寿命化計画を立てるわけであ

りますけども、突発的なこと等については、これは計画の中に見えない突然

起こることでありますから、しっかりと住民の皆様方に御迷惑のないように、

即対応していくということでありますし、対応していきたいというふうに思

いますが。ただ、もう一つ大きな視点で言いますと、集落排水施設が農集、

漁集とありますけども、これにつきましても、建設当時はそれぞれの補助事

業にのって、農林水産省の事業であったり、水産省ですけども、そういうそ

れぞれの事業体ごとにやっておりましたから、小さなものがあちこちにぽつ

ぽつとあると。それが集合して、阿武町で10か所もあるというのが実態であ

りますが、私はもう一つ、大きな視点で先のことまで考えると、例えば今、

郷川地区、阿武地区というとこがこの周辺にありますけども、ここら辺りが

可能であれば合体というんでしょうかね、終末処理場辺りは一つにして送る。

前は縦割り行政でありまして、国のほうがそれを許可しなかった経緯があり

ますが、今は時代が変わりまして、そういったことも可能になりました。で

すから、処理量との関係がありますから、右から左というふうなことにはな

りませんが、将来的なことも考えるならば、処理施設の合体というんでしょ

うかね、１か所にまとめる。そして、その間は管路で送るというふうなほう

が、多分経費的にも安く済むんではないかなというふうに思いますし、同様

に、それでは将来にわたって末端１戸がだんだんと減ってきます。家が減っ

てくるということは、末端１戸が減っていくということでありますが、そう

すると、それに対して経費はほとんど同じかかりますから、要するに負担は

増えていくと、１人当たりの負担は増えていくというこういうことになるわ

けでありますが、ここいらを考えたときにどう考えるかな。よその市町につ

いていろいろ調べてみますと、今までのような下水道処理一括処理の方式か

ら、末端については合併浄化槽で単独処理していく方向に切り替えていくと

いうようなとこもあります。ですから、そこは長期的な視野に立って、今ま

でのような集合処理方式がずっといいのかどうなのかというのも含めて、計

画の見直しもさることでありますが、もうちょっと遠い将来も考えたときに

は、そういった方向性も一つ考えていく必要があるんじゃないかなというふ

うなことは思っているところであります。いずれにいたしましても、目の先
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これはストップという話はできないわけでありますから、必ず修復について

はスピード感を持って、皆様方に御迷惑のないように、今からもしていきた

いというふうに思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  ２番、続いて２項目めの質問を許します。御登壇くださ

い。 

○２番 上村萌那  それでは、２項目めの質問に移らさせていただきます。２

項目めの質問は、現地決済型ふるさと納税の導入について伺います。 

2008年に開始されたふるさと納税制度ですが、近年、全国的に目覚ましく

拡大し、定着しています。阿武町でも令和５年度には440万円のふるさと寄附

金収入がございましたが、まだまだ伸び代のある費目であると感じていると

ころです。そこで、今回私が御提案したいのは、現地決済型ふるさと納税の

導入です。まず、ふるさと納税制度は、都市部と地方の税収格差是正を目的

としており、ふるさと寄附額が増額となった場合でも、この額は税外収入と

なり、国からの地方交付税は減額とならないため、地方にとって有意なもの

となっています。このことから、より一層の活用を推進していくことで、阿

武町の収入増につながるものだと考えております。また、ふるさと納税は、

この地域を応援したいという気持ちの下、寄附するというのが本来の目的で

あり、町長からも豪華な返礼品目的ではなく、純粋に阿武町を応援したいと

いう気持ちで御寄附いただきたいという趣旨のお話を以前いただいていたこ

とを記憶しておりますし、本来の目的はまさにそうだろうと思います。従来

型のふるさと納税は、寄附先に足を運ばずとも支援ができる手軽さが特徴で

すが、反対に地域との直接のつながりを感じにくい面があります。 

 そのような中、私が御提案する現地決済型のふるさと納税というのは、実

際に阿武町を訪れて、阿武町を応援したいという気持ちになった方が、滞在

中に手続を完了し、町内で利用できるクーポンを返礼品としてもらうことで、

即日お買物や食事、各種サービスの利用に使用できるというものです。例え

ば道の駅でのお買物やキャンプ場での宿泊の際に使えるクーポンを発行する

ことで、現地決済型ふるさと納税を活用し、納税額の増大につなげていける

のではないでしょうか。ふるさと納税額は、全国で１兆円を超え、大きな市

場となっているため、各地域では寄附者の獲得も大きな課題となっておりま

す。一般的なふるさと納税返礼品の中で人気上位の品目といたしましては、

お米、海産物、お肉などが挙げられます。阿武町のふるさと納税返礼品の中



令和７年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和７年６月１２日 

－18－ 

でも、これらの商品を取り扱っていますが、品切れであったり入荷待ちであ

ることが多く、ふるさと納税をする側から見ると、気に入った商品が選べな

い状況になっております。しかし、道の駅阿武町の直売所でクーポンを利用

し、鮮魚や無角和牛をその場で購入してもらうことが可能であれば、寄附者

の満足度アップにもつながっていくのではないでしょうか。特に道の駅阿武

町では、令和４年度のポイントカード利用者のデータですが、レジ通過者の

85％程度が町外の方ということで、道の駅阿武町を御利用いただくお客様に

ふるさと納税で阿武町を応援していただくチャンスがあると感じています。

この現地決済型ふるさと納税のメリットは、返礼品であるクーポンの利用を

通じて、阿武町への深い地域理解や思い出になっていくことで、町との断続

的な関係性を育むことができる可能性があるということだと考えております。

阿武町の進める交流人口の増加や町の縁側事業と深く関わっていける事業に

なると考えますが、いかがでしょうか。町長の答弁を求めます。 

○議長（末若憲二）  ただいまの２番、上村萌那君の２項目めの質問に対する

執行部の答弁を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  ２項目めは、現地決済型ふるさと納税の導入についての

御提案であります。なかなか聞き慣れない言葉でありまして、先ほど説明あ

りましたけれども、現地決済型ふるさと納税というのは、その場で寄附をし

て、その場でサービスを受けるという、最近はやりの寄附形態でありますが、

返礼品贈呈のタイムラグや予約とか発送作業の手間を抑えることができまし

て、ある意味大変便利なシステムであって、近年、全国の自治体で導入が広

がっている、ふるさと納税の手法の一つであります。ちなみに代表的な利用

方法としては、例えば町内の加盟店に設置してあるＱＲコードをスマートフ

ォンなどで読み取って、その場で町に寄附すると、返礼品として即座に発行

される電子クーポンを受け取れて、議員の御指摘のとおり、例えば道の駅関

連であれば、鮮魚とかほかの商品、そしてレストランの飲食代、そしてキャ

ンプ場の利用料とか、各種体験料とか、そうしたものに利用できるといった

ものであります。観光やレジャーあるいはビジネス等で現地を訪れる来訪者

が、その場でふるさと納税の対象者となりまして、既存のふるさと納税とは

全く別の対象者の獲得も期待できる、そういったものであります。また、委

託業者や手法によっては、経費は発生した寄附金内で完結ができまして、自

治体としても新たな事業予算を立てる必要がないというふうなこともメリッ
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トとしてあるようであります。ちなみにお隣の萩市さんにおかれましては、

地域経済及び観光事業の活性化を目的に、昨年の10月から導入されて、実績

も上がっているとふうに伺っているところであります。ただ、自治体の担当

者は、納税額に応じた事務処理等が煩雑、そして店舗側にとっても手数料や

事務作業が負担となるケースもあるようでありまして、観光資源が豊富で来

訪者が多い地域では成功例が多くありますが、他方で、そうでない小規模な

自治体では、業務量に似合うほど業績が上がらずに、途中で事業を取りやめ

た自治体もあるというふうにも伺っているところであります。ちなみに本町

では、これの導入について調査、検討をさせた経緯もありますが、今申し上

げました事情から、今現在は実施に到っておりません。 

 ただ、議員各位も新聞報道等で御存じの方もいらっしゃると思いますが、

町では、新たにふるさと納税に関する業務を支援していただく業者さんとし

て、東京に本社を置く、冒頭申し上げましたが、ベンチャーのデジタルマー

ケティング企業の株式会社センジンホールディングスさんと業務委託契約を

締結しておりまして、これを機に新たな商品開発や寄附額の拡大はもとより、

御提案のありました現地決済型ふるさと納税につきましても、再度、調査研

究するよう既に指示しているところでありまして、今後、可能性があると判

断すれば実施してもいきたいというふうに考えるところであります。以上で、

答弁を終わります。 

○議長（末若憲二）  ２番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問あります

か。２番、上村萌那君。 

○２番 上村萌那  ありがとうございます。先ほども申しましたけれども、私

は阿武町のふるさと寄附金には、まだまだ伸び代があるのではないかなと考

えております。その理由といたしましては、総務省の示す阿武町の類似団体

ですね、人口や職員数が似ているほかの自治体のふるさと寄附金収入額とい

うのを見てみますと、大体1,000万円以上のところが多いようです。また、阿

武町でも令和５年度の当初予算として、同じく1,000万円のふるさと寄附金収

入を見込んでいたということから、この1,000万円という数字が一つ、まず目

指していく金額になるのかなと考えているところです。令和５年度の収入見

込みとして、1,000万円のふるさと寄附金の収入というのを見込んでいたんで

すけれども、実際の決算額は440万円というところで、この1,000万円という

ところの根拠ですよね、この1,000万円をどういうふうに見込んでいたのかと
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いうところと、決算額が440万円だったというところで、こちらを町長はどの

ように捉えていらっしゃるのか伺いたいというところと、それと５月27日に

先ほど町長申されましたが、株式会社センジンホールディングスさんとの企

業進出協定締結式というのが行われたというところで、実は同日、私もセン

ジンホールディングスさんと少しだけお話をさせていただくことができて、

現地決済型ふるさと納税の取扱いがこちらの企業さんで可能でしょうかとい

うようなお話をさせていただいたところで、お返事といたしましては、セン

ジンホールディングスさんでも取扱い可能ですよという御回答をいただいた

ところです。せっかく阿武町にこのような企業さんが来られたわけですから、

ぜひ阿武町のサポートをいただければ大変ありがたいことだと考えておりま

す。 

 それと、今本当に無角和牛の取扱いもちょっとストップしてしまっている

というところだったり、お米も米不足だというところもありますし、店頭に

並んでいる商品をその場で購入できるということが、現地決済型ふるさと納

税が、寄附者の方々にとって新たな選択肢になることを私は期待していると

ころです。今先ほど町長の答弁にもありましたけれども、こちらも再度検討

して、いろいろ店舗の事務処理であったり、手数料等の負担が増えるという

ことも今お伺いいたしましたけれども、再度研究していただいて、また御検

討いただきたいと思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  まず、以前1,000万円というふうなことを目指したとき

もありましたけども、当時、町の出身者の方で結構都市部で成功されていら

っしゃる方がいらっしゃいまして、その人あたりからの寄附が見込めるよう

な状況にあって、そういった予算を立てたわけでありますが、やはりなかな

かそうは言いながらも、そのとおり絵に描いたようにはいかないというふう

なことで、我々もいろんな、例えば東京ふるさと阿武町会であったり、関

西・東海ふるさと阿武町会であったり、そういったところに出かけてそうい

ったチラシも配ったり、いろいろＰＲなりお願いをしたりもするわけですが、

先方さんには先方さんのいろんな事情があって、全てふるさとにというわけ

にはいかないというふうなこともありまして、実質的にそれが400幾らかにな

ってしまったというふうなこともあります。 

 ふるさと納税のことにつきましては、私がずっと言っていますけども、な
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かなか難しい問題でありますけども、基本的に私は、今現実は走っておりま

すから、これを今さらと言われるかもしれませんが、制度的には悪い制度で

はないんですが、ただ、税額控除という制度がある。これが大変、私はよろ

しくないというふうに思っておりますけども。なぜならば、大変大きな納税

をされる方が、極論で言いますと、例えば100万円納税される方が、20％がふ

るさと納税ができるわけですから、例えば阿武町に20万円寄附しますという

ことになりますと、阿武町からはそれの例えば３割程度の返礼品が返ってく

るということは、６万円程度の例えばお肉が頂けるわけでありますが、その

税額控除が20万円阿武町にしますから、20万円から2,000円残したら、19万

8,000円はお金が返ってくる、安くなるという話なんですけど、結局。要する

に納税額が変わらないのに、2,000円お金を払ったら、阿武町から６万円の肉

が頂けるというこういう制度なんですね。ですから、気持ちとしてこれを自

分の応援したい町に納税する。これは大変結構なことだ。ところが、これに

税額控除という裏がついておるということは、2,000円払えば、さっきのよう

に100万円納税される方は、６万円の商品が頂けるとこういう制度なんですよ。

ここが私は問題だと。返礼品を求めるようなやり方は違っているんじゃない

かなというふうなことでありまして、本当に真に応援したいという方がそれ

をされれば、それでいいんじゃないかなというふうな。ですから、私はそこ

に大きな問題があるというふうに、付け替えはいいんですよ。こっち側の100

万円の中の20万円は阿武町さんに、こっち側が80万円になりますで、そうい

う話はいいんですけど、返礼品があるということが大変ゆがんだ制度である

というのは、私の持論です。ただ、これは始まった当時から私はずっと思っ

ているんですけども、私と同じような思いを持っている首長さんもたくさん

いらっしゃいますが、ただ、さはさりながら、現実は現実で走っておる。い

ろんなとこがそれで何億という金を寄附をいただいて、それを一つの行政の

財源として使っているとこがいっぱいあるわけですから、今さら私が繰り言

のようなことを言ったってしようがないわけでありまして、やはりそれは導

入してしっかり頑張って納税を獲得して、それを財源にいろんな事業をやっ

ていくということの判断をせざるを得ないというふうなことでありまして、

今までははっきり言ってあまり本気でなかった。私はゆがんだ制度と思って

いますから、本気でなかった面もあるわけでありますが、しかしながら、そ

んなことを言ってもしようがないというふうなことであります。ただ、怖い
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のが、あまりそこに特化して、事業者さんがそこにのっかったときに、ゆが

んだ制度がいつかただされたときに、ひっくり返る。商品が出ていかなくな

るおそれがあるから、あまりそこに特化したくないというのは私の本音であ

ります。ですから、広く浅くやりたいというのが本音でありますが、現実問

題として、現に走っておるわけでありまして、いろんなとこがそれを導入し

ながらやっておるわけでありますから、阿武町もある意味遅ればせながら、

少し本気になるのかなというのが現実であります。 

 そして、先ほどのセンジンホールディングスさんにおきましても、そうい

った新商品の開発であったり、また、阿武町のふるさと納税のＰＲであった

り、そうしたことをＩＴ技術を活用しながら、いろんなチャンネルなりコネ

クションがありますから、しっかりとこれをやっていって、商品開発の販路

開拓をしていただくというふうなことが今回のミッションでありますから、

しっかりそれをしていただいて、阿武町も、当面は、先ほどの話じゃないん

ですけども、1,000万円ぐらいを目指して、そしてそれが軌道に乗れば、もう

少し増えていくのかなというふうなことで、今から遅ればせながらしっかり

頑張っていくというふうなことで、今回協定を結ばさせていただいたという

のが経緯であります。いずれにいたしましても、しっかりとやっていきたい

というふうに思います。 

 なお、無角の肉のことでありますが、これがですね、今一生懸命価値の創

造というんですか、価値を上げることについて、渡邊ゼネラルマネジャーを

中心に頑張っていただいておりまして、今実際には肉が物がないというのが

現実でありまして、ですから、欠品状態であるというふうな状況であります。

ただ、これもすぐ右から左につくれば、つくるというふうなもんでもありま

せんから、種つけをして生まれて20か月ぐらいたたないと、そうすると30か

月たたないと物にならないわけでありますから、右から左というわけにはい

きませんが、これも鶏が先か、卵が先かのまさに世界でありまして、だんだ

んと今生産頭数は増えておりますけども、片方で、しっかり都市部のもっと

高いところに売るほうにシフトしておりますから、実際にはふるさと納税と

して取り扱うのが難しいというふうな、量がないというふうなことでありま

して、これも今から増頭計画、増頭するのかどうなのかも含めて、今までや

ってきた社会実験的なものをしっかり検証した中で、方向性については決め

ていきたいということであります。そして、センジンホールディングスさん
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の力も借りながら、今までなかった返礼品についてもしっかり開発していき

たい。特に思うのが、海産加工品ですね。これがないです。生魚を送ります

かというふうな話、あるいは生野菜を送りますかという話がありますが、な

かなか難しいわけでありまして、食べるほうにしてみれば、そうすると、や

っぱり加工品が今からしっかり開発していく必要があるというのが、今私は

課題として思っているところであります。的を射ないような形で申し上げま

したけども、しっかりと取り組んでいくということを申し上げておきたいと

いうふうに思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  ２番、再々質問ありますか。２番、上村萌那君。 

○２番 上村萌那  以前から町長が税額控除制度の問題を提起されているとい

うことは私も存じ上げておりますが、逆に通常のふるさと納税の制度よりも、

こちらの現地決済型というふるさと納税のほうが、ふるさとを応援したいと

いう気持ちになっていただけるんじゃないかなと思っているところです。そ

れは、実際に例えば電子クーポンであったりというのを阿武町の中で消費し

ていただく、阿武町で買物していただく、阿武町で宿泊施設、キャンプ場で

あったりというところで御利用いただくとか、例えば体験プログラム、阿武

町の中でいろいろな農業体験をしていただくとかだったり、そういったこと

にも御利用いただけて、阿武町という町とその方とのつながりがもっともっ

とできるものなのではないかなと思って、従来のふるさと納税というものと

は少し趣旨が違った面白い事業にもなってくるのではないかなと考えている

ところです。今後、引き続きふるさと寄附金については御研究をいただくと

いうところで、さらに研究、そして推進ができればお願いをいたしまして、

私の質問を閉じさせていただきます。以上です。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  冒頭の答弁のとき申し上げましたように、今これについ

てしっかりともう一回研究してみるようにというふうなことを既に指示して

おりますから、しっかりと研究した中で取り組んでいきたいというふうに思

います。 

○議長（末若憲二）  これをもって２番、上村萌那君の一般質問を終わります。 

 ここで会議を閉じて、10分間休憩いたします。 

 

 休憩 １０時１０分～１０時２０分 
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○議長（末若憲二）  休憩を閉じて、休憩前に引き続き一般質問を続行します。 

 次に、５番、松田穣君、御登壇ください。 

○５番 松田 穣  ５番、松田穣です。通告に従いまして、質問をさせていた

だきます。 

 町民一人一人に寄り添う行政サービスとはについて質問いたします。約４

年前に行われました町長選挙と同時に行われた町議会議員補欠選挙で、私も

議員にならせていただいて、花田町長の２期目を４年間、議員という立場か

ら見させていただきました。その間、誤振込という事案もありましたが、全

般的には財政面でも施策においても、安定した行政の運営をされてきている

と感じております。全国的に人口の自然減が進む中、阿武町では人口の社会

増について増加傾向であり、また出生数も増加傾向が見られ、移住者の定住

支援施策や阿武町子育て支援３点セットなどの施策が着実にその成果を上げ

ているのだと考えております。また、子育て支援だけでなく、町民の移動手

段としてのデマンド交通の整備や、草刈り時の労力負担軽減のための路肩や

のり面の防草対策事業など、財政規模が小さい我が町において、財政も上手

に使いながら町のかじ取りをしてこられたと考えております。 

 その一方で、やはり子育て支援以外にももっと力を入れられないかという

話も時々耳にします。例えば、現在、町では新生児には１歳になるまで毎月

１回紙おむつを届けるサービスがありますが、高齢者についてはどうでしょ

うか。要介護度によってはサービスを受けられると思いますが、対象外の方、

自宅で御高齢の親御さんの介護をされている方からは、最近の物価高騰の影

響もあり、高齢者も必要な世代に対して同様の行政サービスがあればいいの

になという話を聞いたこともあります。このような事案は、少子高齢化対策

や人口減少対策、地方創生といった町全体に関する大枠での政策とは異なり、

対象となる町民の数も規模も少なく小さいものかもしれませんが、町民の一

人一人に寄り添う、住民の一人一人が小さくても幸せを感じられる町として、

町民が実感するためには、こうしたちょっとした課題や町民の不満を一つ一

つでも掘り起こし、解決・改善していくことも重要となってくると考えます

が、町長はどのように感じられますか。これまで阿武町に住んでみて、阿武

町は人口が少ない小さな町かもしれませんが、人口が少ない分、行政と住民

の距離感は近く感じますし、またそれは町にとって大きな強みになると私は
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考えますし、これまでも一般質問で尋ねたことが翌年度には形になったこと

もあり、私がこれまで住んだことのある自治体の中では非常にスピード感の

ある町政だと思います。今後、どのように町民の一人一人に寄り添っていか

れるのか、町長の答弁を求めます。 

○議長（末若憲二）  ただいまの５番、松田穣君の質問に対する執行部の答弁

を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  ５番、松田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、松田議員から、私のこれまでの２期８年の行政運営に一定の御評価

をいただきまして、誠にありがとうございます。選挙期間中にも訴えさせて

いただきましたが、３期目においては、「もっともっとチェンジ、もっとも

っとチャレンジ」をモットーに、今以上に大胆かつスピーディーにあらゆる

施策を展開するとともに、町民の皆様に、阿武町に住んでよかったと思って

いただき、日々の暮らしの中で、何かしら小さな幸せを感じていただけるよ

うな行政の推進にも力を入れていきたいと思っております。こうした中、ま

ずは町民の皆さんにより行政のことを知っていただく見える化を進め、町の

説明責任を全うするため、冒頭も申し上げましたが、今年度から予算説明書

の簡易版のようなものでありますが「2025ことしの仕事」という冊子を作成

して、全世帯に配布させていただきました。これは、一人でも多くの町民の

皆さんに町政の動きや各種事業などについて御認識、御理解をいただくこと

で、行政が行う各種サービスに対するニーズやウオンツも高まり、町民の皆

さんの思いを広く受け止めることで、新たな施策にも反映できるのではない

かというふうな思いからであります。 

 こうした中、私はこれまで、本町の最大の課題は、少子高齢化に伴う人口

減少への対策であり、中でも子育て支援は、選ばれるまちをつくるための未

来投資であるとの思いを持って、いわゆる子育て支援３点セットをはじめと

した各種施策を積極的に展開し、出生者数や転入者の増加に努めてきたとこ

ろであります。話は、若干横道にそれますが、阿武町の職員数は現在59人で

ありますが、そのうち保健師が５人、管理栄養士が１人でありますが、これ

で６人ということになりますが、ということは、職員数の１割が保健師であ

ったり管理栄養士というふうなことになるわけでありまして、これを、単純

に3,000人で割り戻しますと、500人に１人がそういうことになりまして、他

市町にはないきめ細やかな保健事業を展開しているということにもなりまし
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て、これは、生きていく上で何より大切な健康の保持増進に力を入れて、予

防事業や健康教室等を通じて、どこの市町よりも町民の健康を守ることに力

を入れていこうとの思いからであります。 

 こうした中、御質問の例えば、新生児には１歳になるまで毎月１回おむつ

を届けるサービスがあり、高齢者にも同様なサービスがというふうな話であ

りますが、ちなみに新生児へのおむつ配布でありますが、これにつきまして

は、保育園でのカジュアルトークの声を反映いたしまして、今年度から１歳

半までに半年ほど延ばしておりますが、ただ、これをおむつが必要だからと

いってエンドレスというわけにはできませんし、同様に高齢者の皆さんに等

しくおむつを届ければ、確かに喜ばれるとは思いますが、高齢者の場合は、

要介護４以上の方にお配りしているわけでありまして、65歳以上でおむつが

必要な方や在宅で手を取る方については、介護保険によって必要に応じたサ

ービスが用意されていることは御案内のとおりでありますので、ぜひそうし

たサービスを御利用いたければと思うところであります。 

 その上で、高齢者の福祉対策における例を幾つか挙げてみますと、現在、

65歳以上の方や要介護１から５の方などを対象に、日常生活の利便性を図る

ために、御存じのように、町営バス、デマンド型交通、そしてタクシーなど

の利用運賃の一部を助成する「おでかけサポート福祉交通券助成事業」をや

っておりますが、ほかにもドア・ツー・ドアによるデマンド交通の推進や、

高齢者等を対象とした「あぶ健康いきいきフェスタ」なども開催しておると

ころであります。また、高齢者の心身の多様な課題に対応するために、介護

予防事業や実態把握などを行いながら生活習慣病、重症化予防を行う「まる

得塾」のほかに、高齢者のインフルエンザ予防接種の無償化やコロナワクチ

ン予防接種への助成など、利便性や健康予防などに配慮した高齢者福祉に対

するサービスの充実にも努めているところであります。また、町の社会福祉

協議会の総合相談センターを通じて、生活相談や住宅改修などの介護サービ

スへの対応をはじめ、家族などの送迎が困難な通院や緊急時の送迎に対する

外出支援、そして、栄養バランスと安否確認を行う配食サービスなどの各種

サービスのほかにも、阿武福祉会との連携による恵寿苑でのデイサービスや

ショートステイ、ヘルパーなどを利用することで、在宅介護の軽減を図ると

ともに、社協が主催する「介護家族のおしゃべり勉強会」などを通じて、在

宅介護者への精神的な負担の軽減などにも取り組んでいるところであります。
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また、このほかにも、大雨や台風の接近等により、警戒レベル３の高齢者等

避難の発令の際には、健康福祉課から全自治会長に対して、電話連絡により、

独り暮らしや高齢者世帯、認知症のある方などの避難行動要配慮者に対する

避難支援に関する連絡を行い、またその一方で、社会福祉協議会においては、

障害者、寝たきりの方など介助の必要な、いわゆる避難行動要支援者の方に

対して避難支援の体制を取るなど、災害に対する、生活弱者に対するきめ細

やかな対応も実施しているところであります。そして今、将来の地域医療体

制等の構築を図り、安全・安心を確保するため、診療所等複合施設の建設を

鋭意進めているところでありますが、しっかりと「まちの保健室」として、

誰もが気軽に立ち寄ることができる医療、介護、福祉、子育て等について総

合的に展開できる拠点にしていかなければというふうに思っているところで

あります。また、昨年度の議会において、松田議員から御提案のあった防災

行政無線の無償化につきましても、今年度から実施しておりますが、同様に

議会での建設的な御提言、そして、町の窓口や社会福祉協議会の総合相談セ

ンターでの御意見、御要望、さらには、保健師などによる訪問活動などを通

じていただいた生の声、そして、私も各種の総会や会合にはできるだけ出席

させていただき、懇親会があれば可能な限り出席して、少しでも多くの町民

の皆さんとお話をしながら、要望等についてもお伺いするように心がけてい

るところでもあります。また、毎年各地区で開催しているまちづくり懇談会

や、学校、保育園、各種団体等と気軽に意見交換を行うカジュアルトークな

ども通じて広く御意見等をいただいているほか、毎年、各自治会から要望の

あった現場には、必ず自分で出向いて現場を確認し、意向に添えるか否かは、

これは別として、その結果も必ず自治会へ折り返すように指導しているとこ

ろでありまして、今後ともこうしたスタイルを続けながら、町民に寄り添っ

た行政を続けてまいりたいと思っています。 

 さて、先ほど、今回の町長選挙の際に町内をくまなく回ってみて、町民の

皆様が小さな幸せを感じられる施策を実施することは、地域の満足度を高め

て、そして暮らしの質を向上させる上で非常に重要だと感じたというふうに

申し上げましたが、一方で、何でもかんでも行政ができるわけではありませ

んし、そこには必ず限界というものがありますし、また、何でもかんでも行

政が行えばよいというものでもないということになります。基本的には、や

はり今も昔も自助、互助、共助、公助の原則にのっとり、それぞれの役割に
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応じた取組を行うことで、町民の皆さんが安心して暮らせる地域社会の構築

を図っていくことが重要だと考えています。町としても、今後とも単独町政

を堅持する中で、町民の皆さんに行政や町の動きが分かるように、あらゆる

手段を通じて、使って見える化を進め、町民の皆さんが町政に対して、これ

まで以上に参加、参画していただく中で、御意見や御提案がいただけるよう

配慮するとともに、何よりも小さな幸せが感じられるような、自助、互助、

共助、公助による参画型の町づくりを町民の皆さんと一緒になって推進して、

成果を出していくことが、結果的に持続可能な魅力あるまちづくりにつなが

り、町民に寄り添った行政の推進になるのではないかと思いますので、今後

とも御理解、御協力を賜りますようお願いを申し上げまして、答弁を終わら

せていただきます。 

○議長（末若憲二）  ５番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問はありま

すか。５番、松田穣君。 

○５番 松田 穣  では、再質問です。御丁寧な答弁、ありがとうございます。

確かに高齢者を対象にというふうに考えると、年齢を例えば65歳以上って区

切ってしまえば、もうそれ以上である程度のボリュームが生まれるとは思う

んですが、そういった子育て世帯からの中間世帯、ボリュームがすごい絞り

にくいところ、年齢だけでくくってしまうといいんですけど、それぞれ子育

てから手が離れて、考え方とか生活の仕方に若干多様性が出てきたり、そう

いったところが何かしら、阿武町、いいとこだなって実感できるものが何か

ないかなっていうのは常々考えながら、なかなか僕もいい考えが浮かばない

というか。ただ、実際に先日もありましたけど、まちづくり懇談会でちょっ

と御高齢の方かなとは思うんですけど、図書館に大活字本が欲しいという意

見がちょっと出ていましたけど、図書館の、図書ルームの本なんですけど、

大体毎年60万円年間で予算を取られて、令和７年度もたしか60万円、３か所

で取られていたと思うんですけど、それをもう購入済みであれば、もう大活

字本以外のものを買ってしまっていれば、それはそれであれかもしれないで

すけど、それを例えば２万円ずつでも３か所で考えて、本年度中にほんと何

か考えれないのかなとか、ちょっとああいうスピード感ですね。何も活字が

大きいから、高齢者の方っていうのは、ちょっと偏見になってしまうかもし

れないですけど、実際小さいお子様が読みやすいとか、中にはやっぱり弱視

の方が読みやすいとか、そういった部分も考えていけば、すごい、割と幅広
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い年齢層の方に対して、そういった町民の方からの意見が反映できるのかな

というのはやっぱり思ったりすることもありますし、いろいろ先ほどの高齢

者の方に対する支援に対しても、いろいろ社会福祉協議会とか阿武福祉会と

連携して、いろいろ高齢者の方を対象としたサービスもされているんですけ

ど、逆に今この物価高の中で、そういった窓口、実際にサービスされている、

協力した外部団体の方々に十分な予算が取れているのか、かなり予算的に逼

迫している部分もあるんじゃないかとか、そういった部分の話とかっていう

のは、実際に結構まめにされたりとかされているのかなと、そのあたりをど

う考えておられるのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  これも常々申し上げておりますが、子育て支援とか高齢

者のいろんな支援のところは、結構見える形でしていますけど、ここの中間

層のところに見える形、感じる形っていうのは、なかなか施策として難しい

ところがあります。何かないかというのは私もずっと思っておるわけであり

ますが、ただ、直接その人に関わることじゃない、間接的にいろいろ産業支

援であるとか、そういったことはその家庭の、あるいはその稼ぐ方、まさに

中間層の方に対しては、間接的にいろんな支援をしていると思います。ただ、

直接的に何かの給付をするであるとか、何かを軽減差し上げるであるとか、

そういったのがなかなか中間層に難しいし、見えにくいのが現実であって、

何かないかなというふうに思っております。まさにその気持ちは全く同じで

ありますから、ぜひこんなのがあったらというようなことを提案していただ

いたら、私はぜひ取り組みたいというふうに思います。なかなか難しいです。

いわゆる子育てにしても、高齢者にしても、弱者と言われる方に対するいろ

んな施策というのは、国もありますし、今までも私たちもやってきましたけ

ども、本当に元気で生産年齢人口のところの方々に対して何をして差し上げ

るかというと、となるとなかなか難しい。例えば、今回の物価高騰の商品券、

5,000円の商品券というようなことも、もしかしたらそれの一つにあるかもし

れないし、なかなか難しいです。ぜひ、提案をしていただきたいというふう

に思います。 

 それから、いろいろなその提案の中で、先ほど例がありました図書コーナ

ーへ行っても普通の字の本ばっかりで見にくいと、大きな活字、大活字の本

あたりも入れてくれないかという、それはそれでよろしいかというふうに思
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いますし、私は予算を、60万円を、必ず60万円でなければいけないというふ

うに思っているわけでもありませんし、現場のほうでいろんな、多分来られ

る方の要望を聞いていると思うんですね。図書の、どういう図書を購入して

ほしいという多分要望は聞いていると思いますから、その中で予算が足りな

いのであれば、それを増やすことに全然やぶさかではないわけであります。

ただ、以前どなたが言われたか、私、忘れましたけども、棚が空いとるとい

うような話が、たしか昔、ちょっと前にあったように思いますけども、それ

らあたりも、あれ空いているっていうのが、以前の図書コーナーに、下とか

上のほうにありましたけども、もう汚れて40年も50年もあるような百貨辞典

であるとか、何とかの写真集であるとか、そんなのいっぱいあったんです、

各地区の図書コーナーも含めて。ウィキペディアが20年分あるとか、意味の

ないことがやられてあったわけです。ですから、そういう全く意味のない、

そして専門的なところは萩市さんと、今、何ぼぐらいですか、600万円くらい

ですかね、利用契約を結ばせていただいて阿武町民の皆さんが、萩市の市民

さんと全く同じにカードももらえて、同じ条件で利用できるように、その代

わり町がまとめて5、600万円くらいたしか払いよると思いますけども、その

利用料を払っている。ですから、専門的なものは萩市さんに行く、あるいは

それは県の図書もありますから、行ってもらう。そこにあるような、それも

もう色が変わったような、40年も50年もあるような、ありますよ、いっぱい。

何とか百科とかいって、がーっとかいって、ありますけども、そうしたもの

はそこに置く必要があるのかなというんで、全部整理させたわけです。だか

ら空いている。空いていていいんです。本はだんだん増えていきます。今か

らいっぱいじゃあ、とてもじゃ、入れるところなくなります、すぐ。ですか

ら、空いていていいんですけども、今おっしゃるようなことで、今は一つの

例ですけども、例に乗っかって話ししますけども、要望があれば、別に60万

円で決めて、もうこれ以内で絶対やりなさいよという話でもないし、皆さん

が要望されるのであれば、ぜひそれももうちょっと予算が欲しいということ

であれば、全然やぶさかでもないし、それがある意味皆さんへの一つの満遍

ないサービスにもつながるかというふうに思っております。 

 今、図書のことに乗っかって話ししましたけども、いずれにいたしまして

も、ぜひ私もこのところも、しっかり皆様方にサービスさせていただいて、

それも本当にちょっとの小さな何かのものでも、皆さんが、ああやっぱり阿
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武町いいねって思っていただけるような、ぜひそういうサービスもしたいと

いうふうに思っておりますから、ぜひいろんな、皆さん方、いろんな場面で

御提言もいただけたらというふうに思います。なるべく御期待に沿うように

努力をさせていただきます。以上です。 

○議長（末若憲二）  教育長、図書のことですが、教育長から何かありますか。

教育長。 

○教育長（網本徳文）  今日、一般質問で教育委員会に何もありませんでした

けど、局長と油断はするなよという思いで座っておりまして、御質問ありが

とうございます。今の図書については、前回の議会でも米津議員さんから休

日の図書館の開館、それから上村議員さんからも、いろんな団体さんから、

例えば子供たちに読み聞かせするときの大型絵本なんかを入れてもらえない

だろうかとか、そういうリクエストもいただいておりまして、今、図書ルー

ムにはこんな本を入れてほしいという、そういう箱を置いておりましたら、

結構その中にいろいろな意見が入っておりますので、今回、まちづくり懇談

会でもそういう御意見いただきましたので、担当のほうにも全ての予算を全

部それにつぎ込んで、一遍にあそこの棚を全部埋めるというわけには、今町

長言われましたようにできませんけども、そういう声はどんどんどんどん実

現していこうということで、今取り組ませていただいているところです。ち

なみに、話がそれますけど、図書ルームの休日開館についても、今、実行委

員会を立ち上げまして少しずつ話を進めているところです。以上です。 

○議長（末若憲二）  ５番、再々質問ありますか。再々質問がないようですの

で、これをもって、５番、松田穣君の一般質問を終わります。 

 次に、４番、西村容子君、御登壇ください。 

○４番 西村容子  おはようございます。４番、西村容子、通告に従いまして

質問をいたします。 

 今後の阿武町における介護サービスの確保体制について。さて、今年の１

月頃、住民の方から阿武福祉法人阿武福祉会ひだまりの里でのグループホー

ムの入所ができないらしいと聞き、大変驚きました。せっかく施設があるの

に、いずれはお世話になれると思っていた、どうなっているんだろうとも言

っておられます。そこで、阿武福祉会は25年前に立ち上げられ、当時４月の

人口は4,555人、高齢化率38.1％、令和７年４月現在の人口は2,904人、高齢

化率51.93％です。なお、令和６年第４回議会定例会での質問の中に、
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51.57％と説明いたしました。やはり高齢化率は少し上がっております。また、

どこの地区も同じと思いますが、ボランティアとして周辺の草刈り作業時な

どに、ここはいずれ世話になるところ、阿武福祉会は待機者が100人おられて

すぐには入れない、困ったものなどと話題になっておりました。その後、令

和２年１月には原因不明の肺炎が発生し、新型コロナウイルス感染症が猛威

を振るいました。毎日、報道では感染結果と予防の説明があり、これからど

んなことになるのか不安がいっぱいの日々でした。そして、現在も減少傾向

の一方、増加が続いているとの報道です。この間、特に医療福祉関係の方は

大変な心痛だったと思います。このような中、阿武福祉会は現在も待機待ち

が多いものとばかり思っておりましたが、宇田郷地区では令和６年１月ひだ

まりの里でのデイサービスの休止、令和７年３月、同じくグループホームも

休止、また令和７年１月木与のグループホームであいも休止となりました。 

 ここでお伺いします。１、このように、阿武福祉会はどんどん事業を縮小

されていますが、法人の現状はどうなのでしょうか。２、いつまでも元気で

自立の生活ができれば一番ですが、今後核家族で独り暮らしや老々介護をさ

れていると大変な負担がかかり、そして、24時間介護の場合は心身の疲労も

蓄積します。まさに介護疲れと、よく聞く言葉です。介護されている人から

は、日中少しの時間でも預かっていただければ助かるなどの声もあります。

また、大変切実で大きな問題ではないでしょうか。町内のサービス提供事業

者は阿武福祉会のみです。ますます高齢化が進んでおり、今後町として介護

サービスの提供体制の確保は大丈夫でしょうか。また、参考に他市の介護サ

ービスの現状はいかがでしょうか。以上、町長の答弁を求めます。 

○議長（末若憲二）  ただいまの４番、西村容子君の質問に対する執行部の答

弁を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  西村議員から、今後の本町における介護サービスの確保

に関しまして、社会福祉法人阿武福祉会の現状、さらに町として介護サービ

スの提供は大丈夫なのかというふうな御質問をいただきました。 

 最初に、１点目の社会福祉法人阿武福祉会の現状についてでありますが、

御案内のとおり、阿武福祉会は平成10年10月に、当時、介護保険制度が始ま

ることを機に、介護保険サービスの提供を目的に町が補助金を出す形で立ち

上げた法人であります。介護保険制度により、施設への入所者が増えるとの

予想から、当時は平成の大合併の前ですが、各自治体に特別養護老人ホーム
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を整備するとの方針を出して、本町でも阿武福祉会が恵寿苑を建設し、運営

することになりました。その後、一部事務組合で運営していた養護老人ホー

ム清ヶ浜清光苑、そして社会福祉協議会が運営していたデイサービス事業、

そしてホームヘルプサービス事業、これを受け継ぎ、さらにグループホーム

事業を新たに始めて事業を拡大してきたことは、御案内のとおりであります。

こうした中、阿武福祉会の立ち上げの当時は、町の担当職員が経営について

もある程度関わって、意見も述べることもあったようでありますが、担当者

も異動等により徐々に関わりが薄くなりまして、相対的に福祉会の独立性が

増していき、私が町長に就任したときには、経営の状況を含めて内部の情報

が私どものほうに伝わりにくい状況になっておりました。こうしたことから、

私は、経営の状況等の情報は一定程度把握しておく必要があると思いまして、

また、町との連携や一定程度の関与の上で経営をしていただくことが大事で

あるというふうなことを思いまして、約５年前でありますが、前の健康福祉

課長の梅田晃氏を事務長として受け入れてもらいまして、さらに評議員の一

人に健康福祉課長も入れてもらうことで、改めて町も社会福祉協議会の運営

について、多少なりとも関与ができるようにいたしたところであります。こ

うした中、御存じのように梅田事務長が、そして開設当時から御就任してい

ただいていた藤山苑長が、立て続けに病気で亡くなられたわけでありますが、

私としても引き続き一定の関与は必要と思っておったところ、齊藤理事長も

同様な思いであり、また、藤山苑長が亡くなられてからは、特にその思いが

強くなられたようでありまして、要請もありましたので、翌年度から町の職

員であった佐村秀典氏を施設長として派遣したところであります。こうした

中で、佐村施設長から、私にも経営に関するいろいろな課題が報告され、中

には早急に対策を講じなければならないことも多くあったところであります

が、本人が昨年度末で定年退職となることは織り込み済みでありましたので、

そのまま阿武福祉会の職員として残ってもらい、現在も施設長として実質阿

武福祉会の経営を担ってもらっているところでもあります。こうした中、阿

武福祉会の財政状況を見てみますと、資料が残っておる平成24年度頃は、期

末残高が３億円で、要するに黒字ですけども、経営が安定していたようであ

りますが、令和に入って以降、黒字であった事業が赤字になり、内部留保が、

黒字額が減少したりして、年々預金を取り崩していく状況が続いております。

そして、直近の令和６年度においては、約6,000万円の赤字となっており、こ
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のままの状況が続くと、３、４年後には阿武福祉会全体の経営が成り立たな

くなる段階まで来ているようであります。 

 原因といたしましては、西村議員がおっしゃるとおり、以前は、恵寿苑は

入所待ちが100人も150人もおられて、いつ入所できるか分からないというよ

うな話を私どもも耳にしたこともありましたが、ここへ来て、高齢化率は高

くなっているものの、人口の減少に伴いまして、高齢者の絶対数は減少して

います。高齢者の方が減少すれば、当然介護サービスを利用する方も絶対量

が減るわけであります。ちなみに、入所待ちの状況でありますが、現在は、

特養そして養護老人ホームとも、入所待ちの方があるどころか、空きが出た

際には入所者を探すというような状況になっているのが現状であります。こ

れまで阿武福祉会では、主に特別養護老人ホームと養護老人ホームの黒字を

赤字続きのホームヘルプ事業やグループホーム事業へ補填する格好で運営を

続けてきていたようで、そこへ新型コロナによる影響もあり、デイサービス

やショートステイサービスの利用が大きく落ち込み、これら事業についても、

介護報酬が減少したことで財政状況が急激に悪化したようであります。さら

に近年、介護職員の退職に伴う補充が難しく、介護保険による介護職員の配

置基準が維持できていないことも、介護報酬の減額に大きく影響しておるよ

うであります。特に養護老人ホーム清ヶ浜清光苑に至っては、施設長があら

ゆる手だてを尽くして、大変な努力をしたわけでありますが、どうしても人

員配置が所定の基準を満たすことができないということで、昨年10月から特

定施設入居者生活介護という指定が受けられなくなったために、年間で約

8,000万円分の介護報酬が入らない状況になり、阿武福祉会の経営に大きな穴

が空いた状況であり、赤字の大きな原因になったところであります。ただ、

これにつきましては、現在は、この６月１日付で何とか介護職員の採用や、

閉鎖した施設からの異動等によって基準を満たして、再度指定を受けたと聞

いてほっとしているところであります。 

 こうした事情の中で、昨年から宇田郷地区のひだまりの里では、デイサー

ビスとグループホームを休止、そして奈古地区ではグループホームであいが

相次いで休止となっており、利用者の方や町民の方々にも大変な御迷惑や御

心配をおかけしたと思っておりますが、私にも内々の相談があったわけであ

りますが、阿武福祉会の、今回の休止の決断は、将来は利用者の減少や介護

職員の不足等で事業が立ち行かなくなるという中での苦渋の決断であったと
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いうふうに思っております。先ほど申し上げましたように、当面、清ヶ浜清

光苑が特定施設入居者生活介護の指定を受けられなくなり介護報酬が入らな

い問題は解決し、当面の最大の問題は一旦解消したわけでありますが、これ

からの事業展開については、行政と介護サービスを調整する社協の包括支援

センターと一緒にニーズを把握しつつ、経営ももちろん大事なことではあり

ますが、阿武福祉会としても、赤字イコール事業廃止ではなく、今後、阿武

町にとってどのような介護サービスがどれだけ必要なのかをしっかりと見極

めながら運営していくとのことでありますので、町としても最大限の注意を

払い、適宜適切な助言も行っていきたいと思っております。 

 次に、２点目の今後町の介護サービス提供体制の確保は大丈夫かというこ

とであります。阿武町内に登録のあるサービス提供事業者は、阿武福祉会の

みであることは御案内のとおりであります。今回、その阿武福祉会が、ひだ

まりの里での事業を休止し、指定管理事業者の更新をしない旨の申出があり

ましたので、町といたしましても何とかこれを継続できないかと、実は内々

町外の事業者への事業の引継ぎの打診等もしたところでありますが、現実問

題として、介護人材の不足を一番の理由に事業の引継ぎは困難であるという

ふうな回答になったところであります。ちなみに、打診しました事業者は、

全国的に介護サービス事業を展開されている民間の事業者でありますが、全

国各地でも介護事業所の廃止は進んでいるとのことで、近隣の市町でも同様

に、ホームヘルプサービス事業所の廃止をはじめ、特養やデイサービスでは、

定員数を減らすなど縮小の状況にあるとのことでありました。こうした状況

の中で、町といたしましても、まずは阿武福祉会で引き続きサービスが提供

できるよう、介護人材の育成を支援していくことを目的に介護資格取得への

補助制度等も導入したところであり、昨年度、阿武福祉会の職員の延べ10人

の人がこの制度を利用して、資格の取得を目指されたところであります。今

後も介護人材の確保に向けては、阿武福祉会と一体となり、有効な支援を続

けていきたいと考えています。また同時に、今後は阿武福祉会と包括支援セ

ンターそして行政で密に連携を取りながら、先ほどもありましたが、そのと

きそのときの利用者のニーズに合わせ、どんな介護サービスがどれだけ必要

なのかを十分に把握した上で、阿武福祉会によるサービス提供体制について

は、利用定員や利用方法等、町も柔軟に対応することで協力をしていきたい

と思っております。また一方で、昨年から実施しております有償ボランティ
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ア制度のような、介護保険制度では対応できない部分、不足する部分を補う

ようなサービスをこれからも検討していくことで、介護を必要とする方々や

その家族の方々が、安心して阿武町で生活し続けられるよう努める所存であ

ります。以上、当面の現状なりを報告し、答弁といたします。 

○議長（末若憲二）  ４番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問はありま

すか。４番、西村容子君。 

○４番 西村容子  流れをずっとお聞きしましたが、あれだけの施設もったい

ないねって、集まったところでの声でした。そのついでに宇田は何もなくな

ったって、ついでに言われました。それでびっくり、みんな、誰もが宇田の

人も、私の聞いた中では知っておられ、私もちょっとびっくりしました。途

中で、やっぱりこういう状況という説明があれば、少しは皆さん、ああそう

なんかっていうのは、この間まちづくり懇談会で説明されましたけど、その

とき知ったんよって言われました。できれば、お年寄りがまさに多い、もう

半分以上ですから、せっぱ詰まっています。家で何とかやっとられますけど、

やっぱり先のことは子供に頼られんとか、そういう人ばっかりですから、こ

こを何とか、恵寿苑のほうがどのぐらいまだ空いているのかとか、どんどん

入ってもらうというのもなんですけど、その辺もちょっと、今こんな状況で

すよぐらいは言ってあげたほうが、宇田を休止する前にでも話があってもよ

かったんではないかなと、でないと、やっぱり不安で、毎日これからどうし

ようか、行くところがないねっていう会話です、いつも行って会うと。です

から、すいません、その辺もちょっとお願いいたしたいと思います。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  先ほど説明いたしましたけど、私どもも本当に内情、詳

しい状況等について、なかなか知る感じでなかったわけでありまして、その

ことが本当はだんだんと、一遍にどんと悪くなったわけではないわけであり

ますから、だんだんと状況が、先ほど話がありましたように4,555人おったと

きにつくったわけであります。そして、その後事業もある意味拡張しました。

拡張したわけであります。ただ、人口は4,555人から2,900人に今下がってい

る。この状況の中で、当然サービスを受けられる人口も、人も減っている状

況の中で、一旦広げたものがなかなか縮小できなかった。なかなか、これは

痛みを伴います。縮小するということは、職員さんも必要なくなるというよ

うな話になりますが、そういったことの決断がなかなかできなかったのがあ
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るのかなというふうに、今となっては繰り言のようでありますが、思います。 

 そうした中で、今回直近で一番最大のことが、清ヶ浜清光苑が介護が取れ

なくなった、介護の報酬が取れなくなったというふうなことがありまして、

先ほど説明したように8,000万円なら8,000万円というお金が入らなくなった

というような、大きな事態が起こったわけです。それは、人員の配置基準が

できなくなった。人数が基準にほどそろえることができなくなったというよ

うなことがあります。それが、大きくこの赤字を生んだ原因であるというふ

うに思いますが、ただ、それまでに私はやるべきことがあったんだろうと、

徐々にやるべきことがあったんだろうというふうに思いますが、そこのとこ

ろがなかなか町と福祉会の間の連絡の齟齬があって、うまく我々も助言もで

きなかったし、決断もようしてくれなかったかなと。それまでどうにか回っ

ていたんでしょう、多分、というふうに思います。回していたんでしょうと

思います、どうにかやりくりしながらでも。きちっとしたそのためには、内

情の細かいところまで分かりませんけども、それは職員さんも大変な御苦労

されたんじゃないかなと、そういうふうなことも思います。職員の使い方も、

もしかしたらグレーのゾーンで使っていたのかなというふうな感じもするわ

けでありますが、それはそれとして今現在そうなったわけでありますが、先

ほどお話がありましたように、閉鎖の前に何かお話が欲しかったなというふ

うなことでありますが、そのことについては確かにそうであったろうなとい

うふうに思います。ただ、私どもは本当にびっくりしたような状況でありま

して、特に一遍に何千万円というお金が入らなくなるという事態が、人がだ

んだんと減ったというんなら分かりますけども、一定程度人がおる中で、制

度上介護が取れなくなったというふうな中で、お金がぼこんとへこんできた

というふうな話でありますから、そこはなかなか私ども知り得なかったとい

うのが現状であります。今おっしゃることは、そういったことについてもし

っかり皆さん方に説明をするべきであったなというふうなことをおっしゃる

わけでありますので、そこについては確かに反省していかなきゃならないな

というふうなことは思います。今からも、いろんな情報につきましては、今

回、西村議員からこういった質問をいただきましたので、答弁する形で皆様

方、町民の皆様方にお知らせすることはできたというふうに思いますので、

今後もこういったことが、特に皆さん方、本当に関心の高いことであります

から、しっかりと皆様方にお知らせすることは心がけていきたいなというふ
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うに思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  ４番、再々質問ありますか。４番、西村容子君。 

○４番 西村容子  いっぱいに入って、誰も順番待ちで当分入れんという頭が

ずっとあったわけですから、まさかひっくり返ったような話になって、私も

藤山苑長さんから、介護福祉の人がおっちゃない、栄養士さんがおっちゃな

いって、いつも会うと言われていました。でも、ここまで来ているとは本当

に思いませんでした。ですから、やっぱりお年寄りを、子供のところには行

きたくない、ここにおりたい、そういう方ばっかりですから、風通しのよい、

お互いにこういう状況っていうのは、阿武福祉会、運営される上でも、この

件を置いて次のときにはならないように、ちょっと慎重にやってもらいたい

なと。皆さんの期待を何かこのたびは大分、反対に、がっくりしたとかあれ

ばっかりですから、すいませんが、その辺は密にちょっと様子を言っていた

だくほうがいいかなと。 

 でも、今のところは50床は全部いっぱいなんでしょうか。入っておられる

かどうかなんです。どんなですか。 

○議長（末若憲二）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  今、特養についてはほぼ満室になっております。

それから満室になっているというのも、グループホームを休止をしましたの

で、グループホームから特養に該当になる方については、移動していただい

たりもしておるところです。 

 それから、養護老人ホームにつきましては、今、恐らく44か45ぐらいだと

思います。５床ぐらいは空いております。これについても、随時相談、社協

のほうの相談センターと調整をしながら、該当の人については入っていただ

くような、そういった話もしながら埋めていきたいなというふうに思ってお

ります。 

 ただ、将来的にはどうしても年寄りの方っていうのは、人口が減っており

ますので、いずれはそういった空き部屋を個人契約で活用していこうかとい

うようなことも話しております。養護老人ホームにつきましては、措置とい

う格好で補助金、今、交付金、交付税の中に入っておるんですが、町のほう

からの措置という格好でやっておりますが、もう埋まる見込みがなければ、

そこはもう個人契約で入所してもらうような、そういった方法も取っていこ

うかというふうには思っております。以上です。 
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○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  今、いろいろ状況については、人数が増えるということ

はもう考えにくい状況に来ておりますし、阿武町だけじゃなしに、いろんな

施設が縮小しております。その中で、やっぱり今一番大事なことは、もちろ

ん福祉会と社協と町としっかり情報を交換して、なるべくそういったところ

に措置できるものでありゃあ措置する、入ってもらう。そして、対応も、今

の養護老人ホームあたりについても、もう将来的にその数が、入所者数が見

込めないというのであれば、空室をどう使うかというのも、新しいアイデア

を持ってやっていくと、そういうふうなことが一番大事かなというふうに思

っております。 

 いずれにしても、町民の皆さんは、まさに西村議員がおっしゃるように、

私もこの前まで同じように思っていたんですけど、あそこは満床で何十人と

いう、待たなきゃ入れないというふうなイメージを持っていらっしゃるが、

とてもじゃない、今そんな状況じゃないということでありますから、まさに

今、いろんな知恵を出しながら、今までと同じでやっていきゃいいというも

のじゃない、もっともっとシビアな状況になっているというふうなことを思

いますし、使い方もそうですけども、最大の課題はやっぱり職員さんです。

資格を持った職員さんの確保が非常に難しい。どこへ行っても引っ張りだこ

というか、その中に今度は条件闘争じゃないですけども、こっちがこれだけ

ならこっちこうなる、例えば賃金にしても。そういうふうな中でまた、これ

がまた経営を圧迫していくというふうな悪循環で、それに負ければ職員が確

保できない。本当に厳しい今状況でありますが、先ほど申した３者が一体と

なって、今からそして町のほうも少し関与を強めながら、しっかり一緒にな

ってやっていけたらというふうに思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  これをもって、４番、西村容子君の一般質問を終わりま

す。本来ならここで休憩をするところですが、休憩をやめて引き続き一般質

問を続行します。 

 次に、１番、米津高明君、御登壇ください。 

○１番 米津高明  日本共産党の米津高明です。 

 それでは、１項目めの質問を行います。道の駅温水プールの廃止と各地で

行われている町道拡幅工事などについて質問をいたします。 

 まず、道の駅温水プール廃止についてですが、５月19日に説明会が開かれ
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ました。しかし、利用者の方の声を聞くのではなく、もう廃止ありきで、廃

止に向けての説明会であったと、その中で町長が夕張市の話を持ち出して、

お金のことだけでやはり一方的に廃止を決定したのかなというふうに取りま

した。町民一人一人に寄り添うというスローガンを掲げる阿武町の方針とし

て、不誠実ではないかという思いです。であるから、一度立ち止まって、利

用者の方をはじめ多くの方の意見を拾い上げるというか、聞いて、プールが

果たしている役割をもう一度検討すべきではないかと思っています。このこ

とに関して、町長の答弁を求めます。 

 次の町道の拡幅工事などに関してですが、今、各地域で拡幅工事に向けた

測量などがされています。皆さんの家の近くでも、そういう方が来ておられ

るかも分かりません。しかし、近隣の住民の方と話をして、事前の説明会が

何も行われていない。突然そういうなんが、業者が来て測っていると、聞い

たら、ここ広げるよと言われるようなことで。また、地元の方にいろいろ話

を聞いているんですが、道が広がると、歩行者がいてもスピードを落とさず

通過する車が増えると、危険だという声や、この道を広げる意味が分からな

い、なぜ無駄なことをするんかなというような意見、こういう声をよく聞き

ます。なぜ、計画段階で地域の説明会をきちっとして、地域の方の声を拾い

上げないのか、メリットもあるでしょうけれども、デメリットもあると思い

ます。だから、こういうことをよく話し合ってから実行に移してほしいと思

います。このことに関して、この２点に関して町長の答弁を求めます。 

○議長（末若憲二）  ただいまの１番、米津高明君の１項目めの質問に対する

執行部の答弁を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  米津議員から道の駅の温水プールの廃止について、そし

て町道の拡幅について御質問をいただきました。 

 まず、１点目の道の駅の温水プールの廃止についてでありますが、いい機

会でありますので、このことにつきまして、共通認識のためにここで改めて

温水プール設置の目的、施設の状況状やこれまでの運営状況、廃止の判断に

至った経緯並びに新たな整備計画の説明をさせていただきます。 

 まず、温水プールは、道の駅阿武町の関連施設として、まだバブル経済の

余韻が残る頃に、道の駅の集客のための目玉施設として計画を立案し、総事

業費約２億4,500万円で建設し、平成５年７月にオープンしたものであります。

現在は、水泳の上達や健康維持の目的で利用されていますが、建設当時はレ
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ジャー施設として整備されたものであります。また、収支につきましては、

建設当時からマイナスであり、運営は、平成22年までは町の直営で行ってい

ましたが、その後管理をあぶクリエイションを通じて、毎年、町の一般会計

からの持ち出しによる930万円の実質赤字補填を条件に、株式会社太陽コミュ

ニケ－ションズさんに委託しておりますが、太陽コミュニケーションズさん

におかれましても、それ以外に、例えば令和５年度であれば、別途赤字が132

万円出ていると聞いておりまして、先ほどの赤字の、町から出す赤字補填の

930万円と合わせれば、毎年別途100万円から200万円修繕料を町が出しておる

わけでありますが、これを除いても930万円と、そして別途132万円の赤字で

年間1,000万円強の赤字ということになりまして、今言いましたように、これ

に町が別途出しておる修繕料を加えれば、実質年間1,200から1,300万円程度

赤字が出ておるのが道の駅の温水プールであります。 

 次に、温水プールの建物の老朽化の状況でありますが、一見きれいに見え

ますが、よく見ていただきますと、実際には建築後32年が経過して、内観、

外観とも大変老朽化が進んでいるために、実は町では、利用者の皆さんの安

全を図る観点から、令和５年度に専門家による建物や機器類等の劣化診断調

査を実施いたしました。そして、その結果は、内部、外部とも劣化が進んで

おり、このまま温水プールとして高温多湿の中での状況の中では、主要構造

体の劣化により利用者の安全が確保できないといった結論でありました。そ

のほか、プ－ル槽については、防水モルタルやペンキが剥がれ、水の濾過器

に支障を来たしていることや、ボイラーも年々故障が増えていること、また、

屋根に載っておる太陽光発電については既に機能していないほか、屋根の一

部はガラス屋根でありますが、これからの雨漏りや、経年劣化はもとより、

海に近いことから塩害等の影響も受けて、大きく劣化している状況でありま

す。なお、当然、修繕も検討したところでありますが、先ほども述べました

が、24時間、365日、高温多湿の温水プールとして活用することは危険を伴い、

経営を続けるには全面建て替えが必要とのことでありました。また、建て替

えの経費試算もしていただきましたが、経費は少なく見積もっても30年前の

1.5倍から２倍程度は軽くかかるということでありまして、単純計算でも４億

から５億はかかるというふうなことであります。仮に、実際に奈良県の生駒

市で、最近同じような規模の建物を建てておりますが、建設費が約５億円だ

ったそうであります。そして、昨今の社会情勢から、燃料費や人件費の高騰
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は当然考慮する必要があり、そうすると近い将来において、経費も今の1.5倍、

２倍、金額にして2,000万円以上に増大することは想像にかたくない状況であ

ります。 

 このような中、私としては、今後も町の人口減少は避けられない状況であ

りますが、阿武町が健全財政を維持しながら、現在の行政サービス水準、県

下でも高いというふうに思っておりますが、例えば子供たちの給食費や医療

費の無償化であったり、医療機関の維持であったり、デマンド交通であった

りを続けていくためには、適切な取捨選択は避けて通れないと判断したとこ

ろであります。人口が11万人いた北海道の夕張市が、その後、炭鉱の閉山等

により、20年前見てですが、１万3,000人にまで減少しても、なお従業員の生

活を守るというような大義名分で大型観光施設の赤字経営を続けて、規模の

適正化あるいは統廃合を怠った結果、地域経済の基盤が失われて、最後、約

20年前には国が指定する赤字再建団体に陥り、市民に大きな負担を強いて、

多くの市民が転出していったことは国民の周知するところであり、今なお減

少し続けており、現在の人口は6,000人になっていると聞いています。そして、

これを予見できまた知り得たであったにもかかわらす、当然、市民には大き

な痛みを強いるわけではありますが、適切な対応を行わず長年放置した歴代

の市長、そして議会も同じでありますが、責任が問われなければならないと

思いますし、言い過ぎかもしれませんが、住民の負託を受けたはずの首長が、

自らの覚悟と責任を放棄した無責任な事案だと思います。私は、こうした悪

しき先例を見る中で、阿武町が将来にわたって健全な町であり続け、今ある

住民サービスを継続し、また深化させるためには、身の丈に合った行政、財

政運営が不可欠であるとの思いは職員時代から肝に銘じているところであり

まして、目の先、一部の利用者の皆さんには、非難をされることは当然予測

されたわけでありますが、それでも将来の阿武町のため、町長としての苦渋

の決断として、今回、温水プールについては廃止するという結論に至ったと

ころであり、私といたしましては、それが将来に禍根を残さない、現町長と

しての責務だと思っております。どうか御理解いただきたいと思います。 

 次に、新しく整備を検討している施設でありますが、屋根部分を帆布で覆

った半屋外施設を考えていますが、これは、一昨年の保育園でのカジュアル

トークの際に、保護者の皆さんから、子供たちが夏場に日陰で遊べる広場の

要望というものがあったことに起因しています。また、近隣地域に子供の遊
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べる屋内施設や運動施設が少ないために、他市町からの集客効果が期待でき

るかとも思います。そして、新施設は、幼児から高齢者まで利用方法も多岐

にわたることから、今まで以上に多くの町民が利用可能であるとも思います。

さらに既存の集成材がそのまま利用が可能であるため、そしてコンクリート

等の構造物がないために、温水プールの建て替えと比較して建設経費が安価

であること、そして、現在のランニングコスト、先ほども申しましたが、年

間1,300万円赤字というふうなことでありますが、これが数十万円程度の経費

で済むということで、大幅な削減ができるということがあります。 

 なお、米津議員は、温水プールが果たしている役割をもう一度検討すべき

ということですが、そのことは、趣旨としては温水プールを残すべきという

ふうな御意見に私には聞こえます。そして、温水プールを残すということに

つきましては、現在の温水プールは、繰り返しになりますが、構造上危険と

いうことで撤去するしか選択肢がないわけでありますので、結果として新た

に温水プールを建設するというロジックになりまして、幾ら利用者がいると

いっても、４億円も５億円も膨大な経費をかけて、将来、今以上に赤字が出

ることが容易に予想される施設を新たに建設することに、多くの町民の賛同

が得られるとは、私は到底思えないわけであります。なお、繰り返しになり

ますが、今回の温水プールの廃止そして新たな施設の整備については、将来

にわたり持続可能な行政、健全な財政運営、また、今まで以上により多くの

町民が利用できる汎用性の高い施設整備等総合的に考え、判断したものであ

りますので、議員におかれましても、どうぞ御理解のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 次に、町道の拡幅工事などに関してでありますが、近隣の住民に対して事

前の説明や道路拡幅によるメリットやデメリットを話し合った上で決めるべ

きではないかとの御質問であります。このことにつきましては、町といたし

ましては、これまで町道の改良の実施については、まずは地元からの要望等

を参考にして、現地調査など調査の後に事業を進めるパターンと、特に要望

がなくても、例えば一定の交通量があるにもかかわらず、道路の狭隘な部分

や急カーブがあるなど、歩行者や車両の通行に危険な箇所を町の判断によっ

て改良する、そのパターンがあります。もちろんこの両方の場合もあります

が、これまでは、基本的には交通安全の視点を優先しまして、道路の狭隘な

部分を拡幅したり急カーブを緩やかにするなど、歩行者や車両の交通に危険
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な箇所、支障のある箇所について道路の拡幅工事等を行ってきました。米津

議員は、道路の拡幅で車輌がスピードを落とさずに危険であるとの声を聞く

ということでありますが、中にはそんな人もいらっしゃるかもしれませんが、

町としては、車のすれ違いができないので困っているとか、人や車とのすれ

違いの際に道路幅員が狭くて危ないなどの道路拡幅への要望のほうが圧倒的

に多いというふうに判断しております。 

 また、近隣の住民に対して事前の説明がないとの御指摘でありますが、事

例にもよりますが、基本的に道路新設工事につきましては、新しい道路路線

として、近隣の住民に対しての周知も含めて、事前の説明会も必要かという

ふうにも思いますが、拡幅等の通常の道路改良工事まで、一々の近隣の住民

に対しての事前の説明会は必要と思っておりませんで、お呼び立てすること

はむしろ御迷惑であろうというふうにも思います。なお、当然ではあります

が、用地買収等を伴う場合は、当事者に対して個別説明をしております。御

指摘の部分に該当するかどうかは分かりませんが、現在、奈古地区の圃場整

備事業の関係で、今後、大型の農業用機械の搬入・搬出、そして駐車も予想

されますので、車の離合などでトラブルが起こらないように、また、圃場整

備事業に合わせれば用地の確保も比較的容易な箇所も多くありますので、こ

の際道路拡幅を行うなど、新しい事業にも着手しているところでありますの

で、申し添えておきます。以上で答弁を終わります。 

○議長（末若憲二）  １番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問はありま

すか。１番、米津高明君。 

○１番 米津高明  まず、プールですけども、32年がたっているこの期間で大

規模な改修工事、例えば躯体の耐震化とか工事とか、プールの水の中の塗料、

こういうのを全面的に塗り替えとか、そういう大規模な工事はやられたんで

しょうか。一応町からの報告では、細かい工事、ここが故障したからここは

直したとか、そういう工事の明細はいただきました。ただ、大きい、大規模

工事、やはり歩くところの塗膜が剥がれそうやから、足が切っているとかい

うような話もちょっとされたと思うんですけど、大体プールの塗料というの

はもう長くて10年、短い場合でしたら、もう５年ないし６年ぐらいで塗り替

えが必要となるんですね、一般的に言うたら。そういうことを全然やらなく

て、経年劣化だ、もう潰れそうだとか、屋根が落ちて被害が出たらどうする

んやというような話は、ちょっとおかしいん違うかなという気はします。で
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すから、そういうことをされてきたんか。 

 それと、オープンからずっと赤字のようなことを言われました。町がその

赤字に対してどういうことをしてきたか、どういう努力をしてきたか、赤字

だから赤字だから言ってそのままにしていたんか、いろんな提案を受けて、

少しでも黒字化するようなことを行ってきたのかですね。 

 それと、930万円が赤字補填じゃなくて、経営の、どない言うかな、委託の

お金ですね、930万円。ちょっと聞いたところによれば、値上げをしてほしい

という依頼をしても、ずっと蹴られていたという話はしています。だから、

930万円でもかなり経営が厳しかったんでしょうけども、太陽フィットネスと

してそこを維持してきたというふうに私は思っているんです。ですから、そ

ういうことも含めて、また、高齢者だけじゃないな、小さい生徒さんたちも

教室で通っていますし、高齢者の方ではリハビリで、どっかの医院へ行った

ら、阿武町に温水プールがあるんやったら、うちへ来るよりも温水プールで

歩くほうがずっとリハビリになると言われて、ずっとリハビリで利用されて

いる方もいらっしゃるわけです。だから、そういう方の、少ない小さい声か

も分かりませんけども、そういったのを全部、町長の判断ではお金で切り捨

てるというふうに取っています。ですから、やっぱり同じ、その方たちも、

自分らには力がないから廃止にしても仕方がないけども、やはりもっときち

っとした説明を前もってしてほしいというようなことをおっしゃっていまし

た。ですから、道路に関しては、今言われているように、新設じゃないから

説明する必要がないと言われたんですけども、プールに関してはやはり利用

者の声をもっと聞いて、どうすれば残せるかというのも選択肢の一つにして

ほしかった。建て替え、建て替えばっかりで、建て替えしたらこれだけお金

かかると言われていますけども、そうじゃなくて、鉄骨で補強したらこれぐ

らいの金額であと20年、30年もつというような方法もなかったんかなという

ような気もしています。 

 それと、これはちょっとあれじゃないですか。５月19日の説明会の席で、

プールの関係者の方が、これだけの署名が集まりましたと、どうぞ見てくだ

さいと、こういう声があるんですよって言って渡されたと思うんです。その

ときの町長の態度が、私は物すごい情けないなと思いました。もうそんなも

ん、今さらもらってもしゃあないいうような感じで、これはプールの存続と

か、そんなの判断材料には全然しませんよというようなことをぽんと言われ
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て、何か迷惑なもんを受け取ったようなふうに私は受け取ったんですけど、

やっぱり町民一人一人に寄り添うというんであれば、そういう声も、廃止は

決まっていても、やっぱりちゃんと聞いていくべきだと思うんです。真摯に

きちっと聞いていく、そういうやっぱり態度を見せてほしいなと。向こうの

方は、そう顔には出してはらへんかったですけど、かなりちょっと怒られて

いるというか、そういうふうに私は感じました。ですから、もう一度やっぱ

りどういう方法があるかというのを考えてほしい、プールに関しては。 

 それと道路の拡幅ですけども、歩行者がいてても、スピードを落とさずに

通過する車もあるだろうとおっしゃいましたけど、反対です。ゆっくり走る

車が少ない。大多数の車が、私がずっと歩いていたときなんですけども、釜

屋のところも拡幅、大里から拡幅予定になっています。拡幅されても、ガー

ドの下広げるんですかって言うても、あそこは広げないと、広げられない。

ですから、あそこでふん詰まりですね、広がっても。あの道、今ですら歩い

ていても徐行する車は10台のうち１台か２台です。あとはもう平気でシャー

シャーと走っていきます。広くなると、きちっと歩道を区別して、最低でも

縁石、それかガードレールつけていただくんなら安心ですけども、そうじゃ

なかったら今より、あの近隣の人は皆そういうふうな声を出しておられます、

危なくなると、何も便利なことはないというような。ちゃんと離合できると

ころはもう皆さん御存じですから、２か所あるんでそこで待つ。どっかで待

って、そんな何十分も待つわけじゃないですから、１分、２分のことですか

ら、そういうふうにしてちゃんと離合はスムーズに、そこで問題になったと

いうことはありません。ですから、同じお金を使うのであれば、もっと喜ば

れるような使い方にしてほしいと、こういう細かいことからやはり考えてい

ってほしい。プールのように大きいお金であれば、こうやって言って、とり

やめるというような感じですけども、道路工事に関しては、そういうので将

来はやっていただきたいと思います。以上です。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  たくさん本当に質問いただきまして、私の後、まちづく

り推進課長のほうから、プールのもろもろのことについては答弁させていた

だきますが、私のほうからは、まずあのときの説明会、19日ですか、行った

説明会のときに、そこのプールの受付の従業員の方が、突然私のところに、

これがアンケート、実際にはアンケートは事前に頂いているんです。全部目
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を通しました。集計表ができましたからって持ってこられたんです、あれは、

集計の表が、アンケートは事前に、大分前やったかな頂いて、全部一式頂い

て、それは全部私が目を通しました。書かれている内容は、ほぼ99％存続し

てくださいという内容です。当然、想定内のことでありましたけども。それ

を集計した表ができましたからって、あのときに前に出されたアンケートを、

うちでコピー取って、それをお返し、本体を返しましたから、それの上にそ

の集計表をつけて出されたのがあのときの状態であります。 

 私は、そのときに思ったのが、まず我々がやっているこの説明会の中で、

突然入り口からぽこっと入ってこられて、いきなり、はい、町長これですと

かという話、失礼な話だなと私は思いました。私たちの説明会の中で、従業

員の方が社長の許可を受けられたかどうか私知りませんが、一従業員の方が

説明会の中に入って、突然、私から言ったら乱入に見えるんですけど、来ら

れて渡される。それも、前頂いて私が目を通したアンケートの集計表ができ

ましただけのことなんです。私は目を通しておりましたから、中身は、全体

はこれはもう存続してくださいのアンケートだな。アンケートも、私は、そ

れを言うもしょうがないですけど、ここで。道の駅のどこか一角でアンケー

トを取られるんなら、それはまたそれでみんなの意見でしょうけど、受付で、

温水プールの受付で取られたと。それは、あそこでアンケートを取れば、利

用者なんですから、答えは決まっているんです。でしょう、誰がどう考えて

も。道の駅の向こうのほうで、直売所のほうで取られたら別ですよ。それは、

皆さんの大きな意見となるけども、受付で取られたら、それは答え決まって

いることでありまして、それをあたかも町民全員の意思みたいなお話をされ

ても、これはちょっと待ってくださいとなるのは、誰か考えてもそうですよ

ね。そんなこんなで、それ言ってもしょうがないです。 

 いいんですけども、いずれにいたしましても、私どもとしてはいろんな検

討をした末、そしてそれを修繕するといったって、そう簡単ではない、大き

なお金も要ります。一番大事な躯体の集成材、あれですよね。それがＣＬＴ

っていう工法で作った板を張りつけたやつですよね、接着剤で。それで、そ

の躯体部分が、温水プールですから、高温多湿の中で、一から年中さらされ

ておる、でなかったら冷えてしまうわけですから。それで、そういう使い方

ではもちませんよという、これは人の危険に関わることなんですよね。です

から、それはもう修繕して直す、そういう次元じゃないんです。建て替える
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しかないんです、その同じ型を使おうとすれば。ですから、そこで建て替え

て４億、５億、補助金がありませんから、ないんです。調べたんですけど、

４億、５億かけてそれをやって、本当に町民の皆様方がそれでいいとおっし

ゃるのかどうなのか、私は圧倒的にやめてくれというふうなのが多いという

ふうに判断したわけです。今そのところで、いろんな泳いだり歩いたりした

りする人もいらっしゃることは十分承知していますけども、ただそれがため

にそんだけの負担を町民の税金を使って、要するに町民の皆さんにその負担

を強いるということですから、そしてそれも初期投資、イニシャルコストで

すよね、いわゆる。イニシャルで済むものであれば、それは一つの考えかも

しれないが、将来にわたって毎年2,000万円オーダーの赤字がいくことを、そ

のことを確定させることになるんです。それが、本当に住民の皆さんが、納

得してくれますかという判断で、私は苦渋の判断と言いましたけど、その人

たち、使っている人たちの気持ちは分かりますよ。分かる、残しほしいとい

う気も分かります。十分分かりますが、町全体のありようとして、夕張のよ

うにならないために私は苦渋の判断したわけです。そこはしっかりと御理解

していただきたいというふうに思います。あとは、まちづくり推進課長がプ

ールのことは話します。 

 それから道路の件でありますが、これにつきましても、新しく道路を造れ

ば、当然路側帯というのが、両方ともに路側帯がつきます。その中で、それ

が大きくなろうが小さくなろうが、多分スピードを出す人は出すし、出さな

い人は出さないというふうに思います。これも申し上げましたように、道路

は狭いまんまでいいのか、待機場所がありますよね。そこで待って、ただ、

それが理解できていない、よそから来られたような人はダーッと行ってしま

う、ままありますよね、そういったことは。そういうふうなことで、やっぱ

りそこに危険が伴うということであれば、新しい道路を造るときは、用地買

収とかいろいろ状況が大きく変わるわけですから、説明はしないとと思いま

すけども、通常の、私どもからすれば利便性を向上させることでありますか

ら、それを嫌な人は危ないとか、そういうことを言われるでしょうと思いま

す。でも、それを、これまた、さっき言っていないですけど、最大公約数で

見れば、やはり危険と思われるところは拡幅し、急カーブは緩やかにし、そ

ういったことを町の責任でやっていくというのは、これはまた我々の、求め

られる行政のやり方ではないかなというふうに思いますから、このことにつ
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きましても、必要なとこは私どもはしっかりやっていくということでありま

すし、説明についても、先ほど申したとおり、通常の拡幅等については、

一々の住民説明会とかは今までもしてきませんでしたし、今からも多分しな

いというふうに思いますが、もちろん新しいやつについては当然しますけど

も、してきましたし、しますけど、そういうふうなことで、今からも進めさ

せていただこうというふうに思います。 

○議長（末若憲二）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（高橋仁志）  まず、初めに930万円のことと、あと利

用者を増やす努力をしてきたのかというところでありますが、このことは５

月19日の説明会のときにお話ししたと思います。米津議員さんもいらっしゃ

ったと思いますが、930万円については、根拠については、これは先ほど町長

の話もありましたけど、当初は町のほうの直営でやっておりました。その中

で、収支の差が930万円のマイナスだったんですが、これを太陽コミュニケー

ションに委託する際に、今、町が経営している間はこれほどの赤字が出てい

ましたと、当然、赤字が出ているのにそれを、経営してくださいというわけ

にはいけませんので、930万は補いますので、これで委託させていただけませ

んかという話でやってもらいました。その代わり、太陽さんの努力によって

収益が生まれれば、それは太陽さんのほうの収益になりますという話もしま

した。ということで受けていただきました。 

 ただ、結果、これも説明会で話しましたが、太陽さんも最終的には百何万

かの赤字を出されております。 

 それから、利用者を増やす努力ということですが、これについてもその場

で説明させていただきましたが、当初町単独でやっている間は、当時の民生

課、今の健康福祉課ですが、皆さんの保健師さん等の力も借りながらそうい

う健康教室を開催して、実際お客様が増えました。そのほか、冬場利用され

る方から寒いという意見があったときには、フィンランドサウナというよう

な施設も造りましたし、子供たちの利用を増やすために子供用の遊具、そう

いったものを設置しました。そういった努力もしてきまして、一旦実際利用

者も増えたのですが、実際人口が減少していく中で、どうしてもやっぱり最

終的には減ってきましたという状況であります。 

 それから、利用者さんの意見で、値上げをしてくれというような御意見が

ありましたが、これは実際確かにあったかもしれませんけど、それは100人の
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うちの１人、２人だと思います。全員の皆さんがそういうふうなことを言わ

れたことはまずはないと思います。実際奈古地区のまちづくり懇談会であり

ましたが、その中で元利用者さんの意見で、もともと利用していましたが、

料金が上がったのでやめましたというような話も実際にありました。そうい

うところです。以上です。 

○議長（末若憲二）  １番、再々質問ありますか。 

（１番、米津高明議員「時間がないので次にいかせていただきます」という

声あり。） 

○議長（末若憲二）  では、第２項目めの質問を許します。御登壇ください。 

○１番 米津高明  それでは、第２項目の質問をします。阿武風力発電事業に

ついての質問になります。皆さんも御存じのように、秋田市新屋にある海浜

公園で起こった風力発電の風車、羽の部分が折れて、強風で、強風言うても

23メートルぐらいだったと思うんですけども、破損して落下、80メートルぐ

らい飛ばされて、ちょうど下を歩いておられたか、高齢の方に当たって、そ

の方が亡くなるというような痛ましい事故が起きました。この件について、

これから建てられるかもしれない阿武風力発電と絡めて町長の見解を求めた

いと思います。 

 それと、阿武町ではＨＳＥ株式会社が計画している阿武風力発電事業は、

３月に環境調査が終了はしているんですが、その後、このＨＳＥから何らか

の報告があったのか。このＨＳＥ株式会社が事業延長申請を資源エネルギー

庁にしているんですね。これを提出しています。２年間の延長は認められた

と。こういうことが事業者から回答をもらっています。こういうことについ

て町がちゃんと把握しているのか、全然知らないというのか、町長の答弁を

求めます。 

○議長（末若憲二）  ただいまの１番、米津高明君の２項目めの質問に対する

執行部の答弁を求めます。町長。 

○町長（花田憲彦）  風力発電事業についてお答えします。初めに秋田県内の

風力発電事業で設置した風車のブレードの落下に伴い、死亡事故が発生した

ことに対する私の見解ということでありますが、このことにつきましては人

の命が失われたわけでありまして、大変不幸なことであり、二度とこのよう

な事故が発生しないよう徹底した事故原因の解明と防止対策の検討が行われ

るものと認識をしております。 
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 次に、３月の環境調査の終了後、ＨＳＥ株式会社から何らかの報告はあっ

たのか。また、２年間の事業延長について事業者からの報告はあったのかと

いうことでありますが、このことにつきましては令和３年１月に提出を受け

た環境影響評価方法書に対し、市町、県などの意見が反映された経産大臣勧

告が送付されて以降、事業者からは令和４年の環境影響評価に係る季節ごと

の状況調査のお知らせはありましたが、それ以外の報告は特にありません。 

 また、２年の事業延長についても国と事業者間での申請交渉等があるとは

認識しているところでありますが、特段町への報告はありません。なお、ち

なみに今後の手続につきましては、令和３年１月に提出を受けた環境影響評

価方法書に対し住民、関係市町長、県知事等の意見を反映した環境影響評価

準備書がＨＳＥ株式会社から事前に公告、縦覧され住民への説明会が開催さ

れることになっています。そして、その後もう一度環境影響評価準備書に対

して、住民そして関係市町長、知事、環境大臣等の意見を反映した経産大臣

の勧告が事業者に送られて、その内容で申請された環境影響評価書が公告、

縦覧される流れになります。 

 したがって、町といたしましては、事業者から具体的なアクションがない

状況においては手続や判断もできないわけでありますので、今のところはあ

くまでも待ちの姿勢でありますが、今後先ほど申しましたような動きが展開

がありましたら、何らかの形で報告はさせていただきたいと思っております。

以上で答弁を終わります。 

○議長（末若憲二）  １番、ただいまの執行部の答弁に対する再質問はありま

すか。 

（１番、米津高明議員「はい」という声あり。） 

○議長（末若憲二）  １番、米津高明君。 

○１番 米津高明  何も連絡がないということなんですけれども、まず一つ、

最初に日立が示していた計画での風車、本体ですね、これがもう廃番になっ

ていて、もう作っていないと。かなり大きなものになるだろうということを

町はつかんでいるはずです。そういう情報も入ってきました。それと、２年

間の延長申請を行ったのが河内地区の保安林、共有林ですね、河内地区の地

区の共有林が保安林に指定されて、その解除に手間取っているというような

ＨＥＳの言い訳ですね。そのために２年間ＦＩＴ法による事業の延長を申請

して、国に認められたと。ただ、最初の計画にはその河内地区の保安林に当
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たるその場所は全然入っていない。隣接もしていない。こういうことでいい

のかと。町としては何も本当に知らないのかという疑問がずっと残ります。

だから、ぜひこういう最初の計画と変更があるんですから、町としても強く

住民に対しての説明会を開くように要請、要望じゃなくて要請をするべきだ

というふうに思っているというか、もうやってほしい。やってほしいという

か、やるべきだと思うんですね。 

 ですから、こういうとんでもないことを言い出しているＨＳＥ、信用でき

るのかなと。また落下した風車の管理、日頃の管理を行っていた会社が日立

パワーソリューションズという、今は日立系列じゃなくなりましたけれども、

多分ここがまだ、例えばこの阿武風力発電に建てられたとしたら、ここが管

理を請け負うんじゃないかなと。そういう面でもすごく心配です。山の上だ

から被害はないだろうじゃなくて、山の上だから風がきつくて、折れた羽が

どこへ飛ぶか分からない、平地である新屋でも80メータ―ぐらい、23メータ

ーぐらいの風で飛んでいるんですから、そういう危険もあるので、やっぱり

自然破壊の面からもこれは計画は断念すべきだと私は思っています。 

 だから、きちっとやっぱり町として今の状況を、なぜそういうことになっ

たかという状況を、やっぱりＨＳＥに説明させるべきだと思うんですね。そ

の場をぜひ設けていただきたい。知らないんであれば、ぜひそれを知るよう

にしてほしいという、知るべきだと思います。町長の意見を。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  風力発電については、冒頭から申し上げておりますよう

に、私の立場はニュートラルということは前々から、初めから申し上げてお

りまして、私のほうから旗を振ってやってくれ、やってくれと言っているも

のでもありません。やるなやるなとむしろ旗を立ててるものでもありません。

ニュートラルではあります。その中で繰り返すようですけれども、いろんな

この風力発電、自然エネルギー、風力発電も含めた自然エネルギーについて

は、当然今地球規模での大きな問題になっています温室効果ガスを削減する

こと。そして、この温室効果ガスの発生が大きな原因になって、地球温暖化

が進んでおることが大変自然破壊であったり、人の産業に大きな悪影響を与

えたり、大きな悪いことをたくさんしている。これはみんなの共通のこの温

暖化というのはよろしくないということは認識だというふうに思います。そ

の中で自然エネルギーの活用という方向性についても、私は正しいというふ
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うに思いますし、その中の一部として風力発電があるということについては、

それはそれであるかなというふうに思います。 

 そうした中で、私の立場としては、これも繰り返しますが、自然であった

り環境であったり、もろもろ今まで我々が意見書として出しておったことが、

しっかりとクリアできるということであれば、それは私どもとしては阿武町

にそういった要望があれば、それに応えていくことは必要であろうというふ

うなことでありますが、前提として、先ほどのような問題は起こらないとい

うことが当然の前提であります。ですからニュートラルと初めから言ってお

るということでありまして、私どものほうからどうですかどうですかと言う

べきものでもないと私は思っております。ですから、本当にクリアされたも

のが出てくれば、それはそのように受け止めていくということ。 

 当然これも前回申し上げますように、町有林を貸したりするというような

話については、皆さん方の議会にもかけるわけですから、条例改正で、皆さ

んの判断も当然中に入ってくるということでありますので、今私のほうから

どうこう、どうなったどうなった、どうだどうだというようなことをする気

もありませんし、してもいない。 

 もちろん内々にいろんなあれですよ。ネットとかで調べることはしますよ、

我々として。でも、正式にどうですかこうですか、あれやってくれこれやっ

てくれというふうなことはする気もありませんし、私はそれがニュートラル

の立場であるというふうに思っております。以上です。 

○議長（末若憲二）  １番、再々質問ありますか。 

（１番、米津高明議員「はい」という声あり。） 

○議長（末若憲二）  １番、米津高明君。 

○１番 米津高明  町長の考えはニュートラルというのは、もう前々から発言

されていますから、十分承知はしています。こちらからやいや言うわけじゃ

ないとおっしゃいますけれども、事情、その最初の事業の計画と大きく変わ

ってきているのであるから、やっぱりその辺は説明を求めるべき、町民に対

しても説明を求めるべきじゃないかなという思いはあります。だからやっぱ

り求めていって、求めていくべきだと私は思います。 

 それと一つ、これはニュースでやっているから町長も御存じだと思うんで

すけれども、山陽小野田市がヤマグチサンショウウオを小学生、中学生の子

が絶滅危惧種ですから育てて放流すると。山陽小野田市も保護活動、保護を
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していくというふうなニュースでやっていました。阿武町にも貴重なアブサ

ンショウウオ、同じような大きさの個体です。この建てられるであろう地域

の湿原に生息はしています。やっぱりこういうのを守るという姿勢もニュー

トラルであっても示してほしい。特に美しい村連合なんかに加盟しておられ

るのであるから、そういう自然を大事にしている。そういうところもやっぱ

り阿武町として発信をしていってほしい。保護するという。だから建てさせ

るんじゃない。もう建てるにしてもそこを絶対守るということを表明をして

いただきたい。 

○議長（末若憲二）  町長。 

○町長（花田憲彦）  自然をしっかり守っていただきたい、自然環境を破壊し

ないようにしていただきたいというのは、初めから意見として出しておりま

すとおりであります。 

 サンショウウオのことについても、いろいろ皆さんが調べられておりまし

て、もともとカスミサンショウウオの何型というふうな型分けが今は別に独

立した形になっておりますが、それだからという話はありません。サンショ

ウウオというのは結構、７、８種類おるんですね。カスミサンショウウオの

亜型が。亜型と言ったらいけんですけど。アブもあれば、ヒバサンショウウ

オ、アキサンショウウオ、サンインサンショウウオ、セトウチサンショウウ

オ、ヤマグチサンショウウオとか、７、８種類おるんです。どこにもおるん

です、こういう言い方したらいけんですけど、いるんです。大方のところに、

中国地方に。カスミサンショウウオの亜型なんですけども、７、８種類。阿

武台地の周辺におるのはアブサンショウウオ、こういうふうに言われており

ますけれども、そういったことについても、やっぱりこの地域にしかいない

今一つの大事な資源でありますから、もちろんこれについてはしっかりこれ

を絶滅するようなことをしてもらっても困る。ですからそういったことを私、

これも前ＨＳＥさんと話したときに、やはりこれをいかにそういった生息地

をよけてやるかというようなことは随分努力をされておるという話は聞きま

した。ですから、ポールの位置というんですかね。これも随分とあっち行っ

たりこっち行ったり、一番初めのと随分変わっておるというふうに思います

し、本数ももしかしたら変わっているのかもしれません。 

 いずれにいたしましても、私どもが出している条件はそれはちゃんと守っ

てくださいという条件なんですから、それがクリアできなければ私どもが出
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している条件、クリアできていないということは、それは賛成できませんよ

という、これも初めから言ってますよね、このことは。そういう立場であり

ますので、まさに私はニュートラルな立場で、こちらから応援の旗を振るわ

けでもないし、むしろ旗を立てるわけでもない。ニュートラルな形で見守っ

ていく。そして本当にそれがクリアできるというふうなことが出てくるので

あれば、それは協力する立場であろうということを繰り返すだけであります。

以上です。 

○議長（末若憲二）  これをもって１番、米津高明君の一般質問を終わります。 

 以上で、今期定例会に通告のあった方の一般質問は全て終了しました。こ

こで昼食のため休憩いたします。午後は１時10分から行います。 

 

 休憩１２時１０分～１３時１０分 

 

○議長（末若憲二）  それでは、昼食のための休憩を閉じて会議を続行します。 

 

 日程第４ 議案１号から日程第10 議案第７号を上程   

 

○議長（末若憲二）  日程第４、議案第１号から日程第10、議案第７号までを

一括議題とします。まず、議案第１号、専決処分を報告し承認を求めること

について（阿武町税条例の一部を改正する条例）について、執行部の説明を

求めます。戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（水津繁斉）  議案書の３ページをお願いします。議案第１号、

専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町税条例の一部を改正す

る条例）について御説明いたします。これは地方自治法（昭和22年法律第67

号）第179条第１項の規定により、阿武町税条例の一部を改正する条例につい

て別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規定により報告し、承

認を求めるものです。 

 次のページ、４ページをお願いします。令和７年３月31日付専決処分書で

ございます。専決事件は阿武町税条例の一部を改正する条例です。専決事由

といたしまして、地方税等の一部を改正する法律（令和７年法律第７号）及

び関係政令等が令和７年３月31日に公布、同年４月１日から施行されるため

であり、これについて同年３月31日をもって専決処分につきこれを報告し、
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承認を求めるものです。改正内容改め文については次のページ５ページから

９ページまで、新旧対照表は10ページから25ページまでです。説明資料は別

紙議案第１号資料の２ページから13ページまでで、２ページから３ページが

改正条項別の説明、４ページから13ページが主な改正内容の説明です。 

 なお、今回の改正は令和７年度税制改正に基づくものであり、主な改正内

容としましては、個人住民税の諸控除の見直し、軽自動車税種別割、二輪車

の車両区分の見直し、加熱式たばこに係る町たばこ税の見直しです。 

 それでは、説明資料を見ていただいて主要項目について概要説明をいたし

ます。説明資料の４ページをお願いいたします。まず、最初の改正項目、個

人住民税関係の諸控除の見直しです。説明資料の４ページに諸控除の見直し

の一覧を載せております。今回の個人住民税の諸控除の見直しは、物価上昇

局面における税負担の調整及び就業調整への対応という観点から、個人住民

税の地域社会への回避的な性格を踏まえ、住民税の諸控除の見直しのほか、

地方税財源への影響や税務手続の簡素化の観点等を総合して勘案して令和８

年度から適用されるものです。 

 最初に、給与所得控除の見直しについてです。説明資料の５ページをお開

けください。給与収入が上昇すれば、控除額も増加する制度になっておりま

すが、最低保障額が適用される収入162万5,000円以下でありますが、である

場合、収入が増えても控除額は増加しない構造であるため、物価上昇及び就

業調整に対応する観点から、所得税と同様に最低保障額を現行の55万円から

65万円に10万円引き上げられます。 

 次に、基礎控除の見直しについてでございます。１ページ戻っていただい

て４ページをお願いします。所得税においては累進課税であるため、物価が

上昇すれば賃金が上昇して実質的な税負担が増えるという課題があり、デフ

レからの脱却局面により消費者物価が令和７年から20％上昇していることか

ら、控除額が10万円引上げを行われましたが、個人住民税につきましては累

進課税ではなく一律の税率であることなどから据置きとなっております。 

 次に、大学生等の子ら等を対象にした特定扶養控除関係の見直し及び特別

控除の創設についてです。資料のほうは６ページをお開けください。厳しい

人手不足の一因に税制がある等の指摘から、就業調整対策の観点から所得税

と同様に対象となる19歳から22歳までの大学生年代の子らの合計所得金額が

見直され、特定扶養控除が現行の48万円から58万円に拡大されます。さらに
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新たな控除として、所得税と同様に特定親族特別控除が創設され、同じく123

万円以下であれば控除額が段階的に低減する仕組みではありますが、対象と

なります。 

 次に、扶養親族等に係る所得要件の引上げです。説明資料の７ページ、８

ページを御覧ください。人に係る控除、人的控除のリストを載せております。

文字が小さく読みづらくてすみませんが、配偶者控除関係と扶養控除関係の

所得要件が物価上昇や就業調整対策の観点から所得税と同様に48万円以下か

ら58万円以下に引き上げられます。 

 ９ページをお願いいたします。個人住民税の改正ではなく、所得税法の改

正に関するものですが、令和７年度の入居に限り子育て世帯について住宅ロ

ーン控除の拡充が実施されます。最下行に記載しているとおり、改正によっ

て個人住民税が減収になりますので、参考までに掲載しております。 

 次のページ、10ページをお願いします。次の改正項目、軽自動車関係、二

輪車の車輌区分見直しでございます。本年11月より新たな排ガス規制が適用

されることになりまして、現行の50cc原付では規制のクリアが困難であるな

どにより、今後の生産販売が困難になると予測されております。これに対応

するため125cc以下クラスのバイクにつきまして、最高出力を4.0キロワット、

これは50cc相当の出力です。に制御した新基準原付が新たに生産販売される

ことになります。この新基準原付につきましては、種別割の税率は50cc原付

と同じ2,000円に設定、ナンバープレートの色も同じく白色となっております。 

 次のページ、11ページをお願いします。町たばこ税関係で加熱式たばこに

係る町たばこ税の見直しでございます。加熱式たばこが紙巻きたばこよりも

税負担の水準が低く課税の公平性を欠いている現状を踏まえて、課税の適正

化の観点から見直しを行うものです。資料の11ページは現行の加熱式たばこ

の課税方式です。加熱式たばこの課税標準の算定は、重量と価格に応じて、

紙巻きたばこの本数に換算する方法となっております。 

 説明資料の次のページ、12ページを御覧ください。見直し後の課税方式、

紙巻きたばこへの換算を重量のみで行う方式を説明しております。具体的に

は現在加熱式たばこの大部分を占めるスティック型の場合、１本0.35グラム

以下のものを紙巻きたばこ１本に換算する仕組みです。また激変緩和の観点

から２段階で見直しを行うこととなっております。令和８年４月から９月の

間に売渡しや消費がされた加熱式たばこは改正前の換算本数の掛ける0.5と改
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正後の換算本数掛ける0.5の合計で算定されます。 

 次のページですね、13ページをお願いします。最後の改正項目、固定資産

税関係ですが、長寿命化に資する大規模修繕工事を行ったマンションに係る

税額の減額措置の適用期限の延長でございます。マンションの修繕に係る固

定資産税の減額措置の期限延長ですが、町内に該当するマンションはないの

で、詳しい説明を省かせていただき資料のみの説明とさせていただきます。 

 以上、御説明いたしました主な改正のほかにも改正された内容につきまし

ては説明資料の２ページから３ページまで、改正条項別に概要説明を載せて

おりますので、御参照ください。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第２号、専決処分を報告し承認を求めること

について（阿武町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）について、執

行部の説明を求めます。戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（水津繁斉）  議案書の26ページをお願いします。議案第２号、

専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例）について御説明いたします。これは、地方税法第179条

第１項の規定により阿武町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規定により報告し承認

を求めるものです。 

 次のページ、27ページをお願いします。令和７年３月31日付専決処分書で

ございます。専決事件は阿武町国民健康保険税条例の一部を改正する条例で

す。専決事由といたしましては、地方税法等の一部を改正する法律（令和７

年法律第７号）及び関係政令等が令和７年３月31日に公布、同年４月１日か

ら施行されるためであり、また国民健康保険事業の健全な運営を図るため、

保険税率について見直しを行い、令和７年４月１日から適用するためであり、

これについて同年３月31日をもって専決処分につきこれを報告し承認を求め

るものです。 

 なお、今回の改正は、制度については令和７年度税制改正に基づくもので

あり、改正内容としましては、基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に

係る課税限度額の引上げ、それから軽減措置に係る５割軽減、２割軽減の軽

減判定基準の引上げです。改正改め文につきましては次のページ、28ページ、

新旧対照表は29ページから33ページまでです。説明資料のほうは別紙資料の

15ページから20ページまでで、15ページと16ページが制度の改正の説明、17
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ページから20ページが税率改正の説明です。また、保険税率につきましては

税率の見直しによるものであり、改正内容としましては基礎課税額医療分の

所得割、被保険者均等割の税率改正、後期高齢者支援金等課税額の所得割、

被保険者均等割の税率改正です。 

 それでは、説明資料を見ていただいて主要項目について概要説明をいたし

ます。説明資料の15ページをお願いいたします。まず、最初の改正項目、制

度改正関係ですが、基礎課税額及び後期高齢者支援金等課税額に係る課税限

度額の引上げ及び軽減措置に係る５割軽減、２割軽減の軽減判定基準の見直

しでございます。説明資料の15ページで、上の段が課税限度額の改正、下の

段が軽減措置の基準額の見直しの概要を説明しております。今回の制度改正

は政令改正に伴うもので、上段の２条第３項は医療給付が増大する中、保険

料負担の公平性の確保の観点から、基礎賦課分の課税限度額を65万から66万

に、後期高齢者支援金等課税限度額を24万から26万に引き上げるものです。

これにより課税限度額は基礎課税額については前年が令和４年ですから３年

ぶりでございます。後期高齢者支援金につきましては、４年連続の引上げに

なっております。それから介護納付金については据置きとなっているところ

でございます。 

 次に、下段の23条第１項ですが、経済動向を踏まえ一定所得以下の世帯の

保険料負担軽減を図る観点から、この軽減判定基準を見直すものでございま

す。具体的には５割軽減の対象となる所得の判定において、被保険者の数に

乗ずべき金額を、現行の29万5,000円から30万5,000円に、また２割軽減の対

象となる所得の算定では、同じく現行54万5,000円を56万円にそれぞれ拡大す

るものであります。 

 次ページ、16ページで課税限度額の引上げと軽減所得の判定基準の見直し

拡大を所得額と保険税額のグラフで説明しておりますので御参照ください。 

 次のページ、17ページをお願いします。続いて次の改正項目、国民健康保

険税の税率の見直しでございます。国民健康保険税の税率については、毎年

山口県から県全体の医療費等から案分等により各市町村の事業費納付金と各

市町の標準保険料率が示され、それを参考に各市町で税率等を算定すること

になります。令和７年度につきましては、３年に一度の税率等の改正を予定

しておりましたので、新たな標準保険料率をもとに医療費の動向や県内の他

市町の状況、負担額の動向などを調査、検討しました。その結果、県が示す
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標準保険料率が前回税率決定した令和４年度に県内で最も高かったものが、

令和７年度では現行税率に近くなり、医療分である基礎課税額では17番目に

低いものとなっております。 

 また、令和元年度から継続する現行税率で比較しますと、医療分である基

礎課税額では１人当たり負担額は令和６年度で19番目中19番目、一番低いで

すね。令和７年度では18番目の低いものとなる見込みです。さらに１世帯当

たりで比較しても令和６年度では最も低い19番目、７年度でも18番目の低い

負担額となる見込みです。なお、現行税率で実際の今年度の被保険者データ

を使用して試算、計算を行いました結果、必要な国保税額の総額をほぼ過不

足なく確保することを確認いたしました。以上のことから、現行税率が令和

７年度以降の税率として適切であると判断できます。しかしながら、医療分

である基礎課税額で１人当たりが19市町分中18番目の低い負担額ではありま

すが、令和６年度実績に比べて約3,000円ほど上昇して５万円近くになる見込

みとなりました。被保険者の減少などが主な要因と考えられますが、約3,000

円も増えるのは負担感が大きいと思料いたしますので、令和６年度の国保特

別会計の繰越金からそれを補填財源にして、基礎課税額で１人当たりの負担

額が令和６年度と同等となるよう令和７年度の税率を再計算いたしました。

その結果、決定した税率を資料17ページにまとめております。改正前の６年

度までの税率、改正後の税率、県の標準保険料率及び改正前後の税率の増減

を併記しております。医療分である基礎課税額において所得割を0.3％減の

5.5％、被保険者均等割を2,000円減の２万1,500円、後期高齢者支援金等課税

額において所得割を0.1％減の2.6％、被保険者均等割を1,400円減の9,500円

と決定しました。なお、表の下段には参考比較としてそれぞれの率、額を合

算した表を掲載しております。再掲１は40歳から65歳未満に該当する介護分

を加えたもの、再掲２は42歳未満か65歳以上で介護分がないものでいずれも

所得割で0.4％、均等割で3,400円の減額となっております。 

 次のページ、18ページをお願いします。この改正の結果について軽減措置

の減額の額の変更を記したものです。この減額の額が条例上の減額額となり

ます。赤い文字のところが変更された税率及び税率変更を伴って変更となっ

た減額の額です。 

 次のページ、19ページをお願いします。18ページとほぼ同様の表ですが、

減額の表示が減額後の額になっておりまして、実際に負担する額で表示した
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表となっておりますので御参照ください。 

 次のページ、20ページをお願いいたします。今回の改正の結果について、

そのまとめを記したものです。令和４年度と令和６年度、令和７年度を比較

し、新たな税率等による全体の傾向についての記載です。令和７年度は被保

険者数744人、世帯数540世帯で、６年度に比べて被保険者数が77人、給与

9.4％の減、世帯数で41世帯、7.1％の減です。調定額総額は5,478万5,000円

で、昨年の6,191万6,000円を713万1,000円下回ります。結果、平均税額にお

いて被保険者１人当たりの税額は1,780円減額の７万3,636円、１世帯当たり

では5,114円減額の10万飛んで1,454円となり、平均ですが１人当たり2.4％、

世帯当たり4.8％の減少となるところであります。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第３号、阿武町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、執行部の説

明を求めます。健康福祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  議案書34ページをお願いします。議案第３号、

阿武町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について御説明します。本案件は、栄養士免許を取得せずとも

管理栄養士となることが可能になることを受け、内閣府令で定める各種施設

の基準において栄養士の配置等を求めている部分につき、管理栄養士が追加

されたことに伴い、本条例についても同様に改正をするものです。 

 それでは、次ページの新旧対照表により御説明いたします。第16条第１項

第２号において栄養士を栄養士または管理栄養士に改めます。施行期日は公

布の日からとなります。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第４号、阿武町営住宅条例の一部を改正する

条例について、執行部の説明を求めます。土木建築課長。 

○土木建築課長（近藤慎治）  議案書36ページをお願いします。議案第４号阿

武町営住宅条例の一部を改正する条例について御説明します。本案件は、昭

和53年度に水ケ迫に建設し、劣化が進んでいた簡易耐火構造２階建て８戸の

町営住宅を今年３月に解体除却したことに伴い、関係する条例を改正するも

のです。 

 それでは、37ページの新旧対照表により御説明いたします。別表中、水ケ

迫の２列目の項になりますが、建設年度、昭和53年度の水ケ迫住宅８戸につ

いて、令和６年度に解体除却したため削るものです。なお、施行は公布の日
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からで、適用は令和７年４月１日からとなります。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第５号、阿武町国民健康保険診療所設置条例

の一部を改正する条例について、執行部の説明を求めます。健康福祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  議案書39ページをお願いします。議案第５号、

阿武町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例について御説明し

ます。本案件は現在旧齋藤医院を福賀診療所の巡回診療拠点なご診療所とし

て診療を行っておりますが、県立総合医療センターから医師の派遣を受け入

れるに当たり、電子カルテが必要になってくること、また新しい診療施設で

の診療を開始するときの事務負担を少しでも軽減するため、今のうちから準

備できることは行っていくことを目的に、新しい診療所の名称を阿武診療所

とし、巡回診療拠点から正式な国保直営診療所として開設するための改正で

す。 

 それでは、次のページの新旧対照表により御説明いたします。第２条の表

に名称、阿武町国民健康保険阿武診療所、位置、阿武町大字奈古2860番地１

を加えます。この位置ですが、旧齋藤医院の番地とし、新しい診療所が完成

した後にはこれを変更いたします。施行期日は令和７年８月１日からとなり

ます。ちなみに阿武診療所の設置は８月１日となりますが、設置後に保険診

療の届出等を行いますので、阿武診療所としての正式な診療は９月１日から

となります。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第６号、阿武町消防団員の定数、任免、給与、

服務等に関する条例の一部を改正する条例について、執行部の説明を求めま

す。副町長。 

○副町長（中野貴夫）  それでは、議案書の41ページをお願いいたします。議

案第６号、阿武町消防団員の定数、任免、給与、服務等に関する条例の一部

を改正する条例について御説明をいたします。本案件は消防団員の減少に伴

い、団員数の定数と実数の差が著しく、増える見込みもないことから、現行

定数の165人を140人に改正するもので、内容につきましては42ページの新旧

対照表のとおりであります。なお施行日は７月１日からとなります。 

 現在の消防団員は、４月１日現在で定数165人に対して実団員数は116人の

マイナス49人で、改正に当たり消防団と協議した結果、奈古地区が85人から

75人で10人の減、福賀地区が35人から30人で５人の減、宇田郷地区が30人か

ら20人で10人の減で、合計25人の定数減となりますが、女性団員を含む本部
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団員の定数につきましては15人で変更はありません。また、消防団員の公務

災害補償費、退職報奨金及び賞じゅつ金に係る山口県市町総合事務組合の負

担金につきましては、基本的に条例定数により負担金の額が決められている

ことから、今回の定数減により今年度からの負担金の額は53万円程度減額と

なる見込みです。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  次に、議案第７号、物品売買契約の締結について、執行

部の説明を求めます。副町長。 

○副町長（中野貴夫）  それでは、議案書の43ページをお願いいたします。議

案第７号、物品売買契約の締結についてを御説明いたします。本案件は、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定

により、財産の取得について予定価格が700万円を超えるため町議会の議決を

求めるものです。 

 まず契約の目的は、職員が使用している情報系パソコンのWindows10及び

Microsoft Office2019のサポートが本年10月に終了するとともに、パソコンの

耐用年数である５年を超過し、昨年度は13台、今年度は既に３台が故障する

など、パソコンの故障が増えていることから、今回職員が使用するモバイル

ノートパソコン51台とデスクトップパソコン１台の計52台のほか、液晶ディ

スプレイ及びオフィス統合ソフト52台分のライセンス等を更新するもので、

物品の納入場所は役場本庁、教育委員会、福賀、宇田郷両支所及び福賀診療

所となります。契約の方法は指名競争入札により６月２日に入札を行った結

果、契約の金額は税込み1,536万7,000円、契約の相手方は山口県萩市大字御

許町１番地、山口視聴覚機器株式会社萩営業所、所長尾木義典で、最終納期

は10月３日としているところです。以上で説明を終わります。 

 

 日程第11 議案第８号を上程   

 

○議長（末若憲二）  日程第11、議案第８号を議題とします。議案第８号、阿

武町副町長の選任につき同意を求めることについて、執行部の説明を求めま

す。町長。 

○町長（花田憲彦）  議案第８号、阿武町副町長の選任につき同意を求めるこ

とについてを御説明いたします。本案件につきましては、現在２期８年目の

中野貴夫副町長の任期が今年６月30日をもって任期満了となるために、中野
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副町長の再任で御同意をお願いするものであります。任期につきましては本

年７月１日から令和11年６月30日までの４年間となります。なお、中野副町

長の経歴等につきましては、45ページの議案第８号の審議資料を御参照くだ

さい。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  議案第８号は人事案件でありますので、直ちに審議に入

りたいと思います。ここで中野副町長につきましては、一身上のことであり

ますので、一時退席をお願いいたします。 

（副町長、議場外へ退出。） 

○議長（末若憲二）  続いて、ただいまの執行部の説明に対する質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり。） 

○議長（末若憲二）  続いて、討論は省略し、採決を行います。採決の方法は

挙手により行います。お諮りします。議案第８号、阿武町副町長の選任につ

き同意を求めることについて、原案のとおり同意される方の挙手を求めます。 

（「挙手」多数。） 

○議長（末若憲二）  お下ろしください。挙手多数です。よって、議案第８号、

阿武町副町長の選任につき同意を求めることについては、原案のとおり同意

することに決定しました。ここで中野副町長の入場を許可します。 

（副町長、議場へ入場し自席へ。） 

○議長（末若憲二）  中野副町長にお知らせします。議案第８号は同意されま

したのでお知らせします。御挨拶をお願いします。 

○副町長（中野貴夫）  先ほどは副町長の選任案件の同意をいただきまして誠

にありがとうございます。もとより浅学非才の身であり、改めて身の引き締

まる思いがいたしておりますが、いま一度初心に返って花田町政をしっかり

と支え、町民の福祉の向上と阿武町の発展のために誠心誠意副町長の職務を

全うしてまいりたいと存じますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 日程第12 議案第９号から日程第15 議案第12号を上程 

 

○議長（末若憲二）  日程第12、議案第９号から日程第15、議案第12号までを

一括議題といたします。まず、議案第９号、令和７年度阿武町一般会計補正

予算（第１回）について、執行部の説明を求めます。副町長。 
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○副町長（中野貴夫）  それでは、議案書の46ページをお願いいたします。議

案第９号、令和７年度阿武町一般会計補正予算（第１回）について御説明い

たします。今回の補正額は１億271万5,000円を追加し、補正後の歳入歳出予

算の総額を46億1,271万5,000円とするものです。なお、歳入歳出予算の補正

及び地方債の補正につきましては、別冊補正予算書の第１表、第２表のとお

りです。以上で説明を終わります。 

○議長（末若憲二）  続いて説明をお願いします。説明は歳出からお願いしま

す。補正予算書14ページ、１款・議会費から、議会事務局長。 

（議会事務局長、議会費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、副町長。 

（副町長、一般管理費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、まちづくり推進課長。 

（まちづくり推進課長、企画総務費、企画振興費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、副町長。 

（副町長、防災行政無線費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、戸籍税務課長。 

（戸籍税務課長、税務総務費、戸籍住民基本台帳費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、まちづくり推進課長。 

（まちづくり推進課長、指定統計調査費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、健康福祉課長。 

（健康福祉課長、社会福祉総務費、児童福祉総務費、児童クラブ費、保健衛

生総務費、診療所費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、農林水産課長。 

（農林水産課長、農業政策費、林業政策費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、まちづくり推進課長。 

（まちづくり推進課長、商工政策費、観光費、道の駅産業振興費、地域内循

環地方創生特別事業費、地域魅力向上地方創生特別事業費について説明す

る。） 

○議長（末若憲二）  続いて、土木建築課長。 

（土木建築課長、土木総務費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、副町長。 

（副町長、災害対策費について説明する。） 
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○議長（末若憲二）  続いて、教育委員会事務局長。 

（教育委員会事務局長、事務局費、給食センター費、（中学校費）教育振興

費、社会教育総務費、保健体育総務費について説明する。） 

○議長（末若憲二）  続いて、まちづくり推進課長。 

（まちづくり推進課長、諸支出金について説明する。） 

○議長（末若憲二）  以上で、歳出の説明を終わります。続いて、歳入に入り

ます。10ページ、12款・分担金及び負担金から。副町長。 

（副町長、歳入について説明する。） 

○議長（末若憲二）  次に、議案第10号、令和７年度阿武町国民健康保険事業

（事業勘定）特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。健康福

祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  議案書の47ページをお願いします。議案第10号、

令和７年度阿武町国民健康保険事業（事業勘定）特別会計補正予算（第１回）

について御説明いたします。今回の補正は922万5,000円を追加し、補正後の

予算を５億8,984万6,000円とするものです。それでは、別冊補正予算書の44、

45ページをお願いします。 

（健康福祉課長、歳出、歳入について説明する。） 

○議長（末若憲二）  次に、議案第11号、令和７年度阿武町国民健康保険事業

（直診勘定）特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。健康福

祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  議案書の48ページをお願いします。議案第11号、

令和７年度阿武町国民健康保険事業（直診勘定）特別会計補正予算（第１回）

について御説明いたします。今回の補正は3,123万5,000円を追加し、補正後

の予算を３億5,396万3,000円とするものです。それでは、別冊補正予算書の

54、55ページをお願いします。 

（健康福祉課長、歳出、歳入について説明する。） 

○議長（末若憲二）  次に、議案第12号、令和７年度阿武町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。健康福祉課長。 

○健康福祉課長（矢次信夫）  議案書の49ページをお願いします。議案第12号、

令和７年度阿武町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１回）について

御説明いたします。今回の補正は77万円を増額し、補正後の予算を9,201万

4,000円とするものです。それでは、別冊補正予算書の64、65ページをお願い
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します。 

（健康福祉課長、歳出、歳入について説明する。） 

○議長（末若憲二）  以上で議案説明を終わります。 

 

 日程第16 委員会付託   

 

○議長（末若憲二）  お諮りします。ただいま議題となっております議案第１

号から議案第７号、議案第９号から議案第12号については、会議規則第39条

第１項の規定により、一括して阿武町行財政改革等特別委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり。） 

○議長（末若憲二）  御異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第

７号、議案第９号から議案第12号については阿武町行財政改革等特別委員会

に付託することに決定しました。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。本日はこれをもって散会と

します。全員御起立をお願いします。一同礼。お疲れさまでした。 

 

散会１４時１０分 

 

 

地方自治法第 123条第２項の規定により署名します。 

 

阿武町議会議長   末 若 憲 二 

 

阿武町議会議員   白 松 靖 之 

 

阿武町議会議員   西 村 容 子 

 


